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事 務 事 業 の 概 要 

 

１  概 況 

 ( 1)  学校の沿革 

  大正 2 年 4 月  浜名郡北浜村貴布祢 291 番地に 北浜裁縫女塾を 開く 。  

     3 年 4 月  北浜裁縫女塾が北浜実科女学校と し て 認可さ れる 。  

     8 年 3 月  北浜実科女学校が北浜実科高等女学校と し て 認可さ れ 

            る 。  

     14 年 3 月  浜名郡笠井町笠井 617 番地に 笠井職業女学校が認可さ  

            れる 。（ 笠井教場）  

     15 年 3 月  北浜実科高等女学校を 北浜村外八ケ 町村学校組合認可 

            に よ り 北浜高等女学校と 改称 

  昭和 21 年 4 月  笠井職業女学校を 笠井高等女学校と 改称 

    22 年 7 月  北浜高等女学校と 笠井高等女学校が合併、 県立浜名高 

等女学校と 改称 

     23 年 4 月  学制改革に よ り 、 静岡県立浜名高等学校と 改称 

            通常課程 普通科 200 人募集、 全定員 600 人 

     23 年 9 月  定時制課程設置 普通科 40 人募集、 全定員 160 人 

     24 年 3 月  笠井教場閉鎖 

     24 年 4 月  定時制課程学級増に よ り 、 普通科 80 人募集 

     25 年 4 月  通常課程学級増に よ り 、 普通科 250 人募集 

     26 年 4 月  定時制夜間授業の一部を 切替え 、 昼間授業と な る 。  

            定時制課程学級増に よ り 、 普通科 120 人募集 

            浜名郡中瀬村立を も っ て 浜名高等学校中瀬分校の認可 

            （ 定時制課程普通科 40 人募集）  

     31 年 4 月  全日制課程に 家政科お よ び商業科を 設置 

            普通科 100 人、 家政科 50 人、 商業科 100 人募集 

     33 年 4 月  定時制課程 昼間授業を 夜間授業に 切替え 、 すべて 夜間 

            授業と な る 。  

            普通科 40 人、 家政科 40 人募集 

            中瀬分校普通科を 家政科に 改め、第１ 学年の募集を 停止 

            する 。  

     35 年 4 月  定時制課程学級減に よ り 、 普通科 40 人募集 

            中瀬分校家政科募集停止 

     36 年 3 月  中瀬分校廃校 

     37 年 9 月  全日制課程 浜名郡浜北町西美薗 2939-1 番地に 新校舎 

            完成に つ き 移転 

     38 年 4 月  全日制課程 普通科 300 人、 商業科 200 人、 家政科 100 

            人募集 

     40 年 4 月  全日制課程 普通科 300 人、 商業科 150 人、 家政科 100 

            人募集 
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昭和 40 年 8 月  体育館兼講堂建築工事完成 

     40 年 9 月  定時制課程 浜名郡浜北町西美薗 2939-1 番地の校舎に  

            移転 

     41 年 4 月  全日制課程 普通科 250 人、 商業科 150 人、 家政科 100 

            人募集 

     43 年 3 月  貴布祢教場閉鎖 

     43 年 4 月  全日制課程 普通科 225 人、 商業科 90 人、 家政科 90 人 

            募集 

     43 年 1 月  第３ 棟新築工事完成 

     43 年 12 月  格技場新築工事完成 

     45 年 8 月  プ ール及び 付属施設新築工事完成 

     46 年 4 月  全日制課程 普通科 270 人、 家政科 90 人募集、 商業科 

            募集停止 

     48 年 3 月  全日制課程 商業科閉科 

     49 年 4 月  全日制課程 普通科 315 人、 家政科 90 人募集 

     50 年 9 月  運動場拡張整備完成 

     55 年 2 月  正門道路完成 

     57 年 4 月  全日制課程 普通科定員 360 人、 家政科募集停止 

     58 年 4 月  全日制課程 普通科定員 405 人 

     59 年 3 月  全日制課程 家政科閉科 

     59 年 9 月  第１ 棟耐震工事完成 

     62 年 3 月  体育館南棟新築工事完成 

     62 年 4 月  全日制課程 普通科定員 450 人 

  平成 元年 3 月  第２ 体育館新築工事完成 

     4 年 4 月  全日制課程 普通科定員 405 人 

     5 年 4 月  全日制課程 普通科定員 387 人 

     6 年 4 月  全日制課程 普通科定員 378 人 

     7 年 4 月  全日制課程 普通科定員 410 人 

     8 年 4 月  全日制課程 普通科定員 360 人 

     8 年 9 月  運動場に 管理教室棟・ 普通教室棟改築完成 

     8 年 12 月  自転車置場・ 駐車場等外構整備完成 

     9 年 3 月  旧校舎解体跡地に 運動場・ 防球ネ ッ ト 整備完成 

     9 年 4 月  全日制課程 普通科定員 400 人 

     10 年 4 月  全日制課程 普通科定員 360 人 

     11 年 4 月  全日制課程 普通科定員 400 人 

     12 年 4 月  全日制課程 普通科定員 360 人 

     16 年 2 月  第２ 体育館落下物防止工事完了 

     17 年 4 月  全日制課程 普通科定員 320 人 

     18 年 1 月  第１ 体育館耐震補強工事完了 

     21 年 4 月  全日制課程 普通科定員 360 人 

     24 年 10 月  創立 100 周年記念式典挙行 

   令和 4 年 10 月  創立 110 周年記念式典挙行 

7 年 4 月  全日制課程 普通科定員 320 人 
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 ( 2)  組織図 

   全日制の課程  
     

教 頭 
 

教務部 
  

総 務 課 (  総務・ 渉外・ 式典・ 防災・ 庶務 ）  
        

          

教 務 課 (  

教育課程・ 文書記録・ 行事日程・  

日課・ 学習指導・ 生涯学習・ 総合

的な探究の時間 

）  
          

          
生 徒 課 (  生徒指導・ 特別教育活動・ 交通安全  ）  

          

          
進 路 課 (  進学指導・ 就職指導・ 調査・ 統計 ）  

          

          
保健相談課 (  

健康管理・ 環境教育・ 教育相談 

厚生・ 特別支援教育 
）  

    

 職員会議 
 

     
図 書 課 (  図書管理・ 読書指導・ 視聴覚 ）  

            

            
研 修 課 (  

校内研修・ 外部研修会・ 教育実

習・ 人権教育・ 生涯学習 
）  

            

校 長 
 

副校長 
         情報 

・ 広報課 
(  

情報管理・ 公開授業・ 広報誌 

Ｈ Ｐ 管理・ Ｉ Ｃ Ｔ  
）  

          
    

 校務運営委員会 
 

 
        

            

各 学 年 部 

  
１ 学年 

              

              
２ 学年 

              

              
３ 学年 

    

 各種委員会 
   

     
各 教 科 

          

     

事務長 

 

事務部 

  
庶 務 係 

        

        
会 計 係 

        

        
管 財 係 

        

        
環 境 整 備 
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   定時制の課程  
          

教 務 ・ 情 報 課 (  
教育課程・ 時間割・ 入学のし おり  

）  
          指導要録・ 成績処理・ Ｉ Ｃ Ｔ ・ Ｈ Ｐ 管理 

          
生 徒 課 (  

生徒指導・ 問題行動対応・ 交通安全指導 

生地研・ 生徒会・ 合同文化祭・ と も し び 
）  

          

     

 

職員会議 
 

 
 

 
進 路 課 （  

進路指導・ 来客対応・ ハローワーク  
）  

 企業講演・ 総合的な探究の時間 

 
 

総 務 課 (  
各式典・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 同窓会・ 奨学金・ 防災 

校内研修・ 悉皆研修・ 図書室管理 
）  

 

          
保 健 課 (  

健康管理・ 保健業務・ 検診・ 教育相談 
）  

          Ｓ Ｃ ・ Ｓ Ｓ Ｗ・ 特別支援Ｃ ｏ ・ 給食計画 

校 長 
  

教 頭 
  

教務部 
   

各 学 年 部 

  
１ 学年 

         

            
２ 学年 

             

      
各種委員会 

    
３ 学年 

          

            
４ 学年 

            

          
各 教 科 

          

   
事務長 

  
事務部 
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２  スク ールミ ッ ショ ン・ スク ールポリ シー 

 全日制の課程  

【 スク ール・ ミ ッ ショ ン】  

   「 高き を 求めて文武両道に励む」 百年を 超える歴史と 「 明るく 朗ら か」 な校風を有

する北遠の普通科拠点校と し て、 挑戦・ 探究による「 未来創造プロジェ ク ト 」 などの

「 志」「 学力」「 豊かな人間性」 を育む生き た教育を通し て、 自己と 社会の未来を 創造

する「 気概」「 能力」「 品徳」 を 持ち合わせた、 時代をリ ード し 幅広く 活躍する人材の

育成を 目指す。  

 

【 スク ール・ ポリ シー】  

○グラ デュ エーショ ン・ ポリ シー 

「 志ある人」  Hamana I CLｓ ( I nspi r ed and Compassi onat e Li f el ong-Lear ner s)  

I nspi red       ： 好奇心旺盛で、 探究心を持つ姿勢。 新し い知識を 得るこ と に 

ワク ワク し たり 、 目標に対し 前向き に努力する態度。  

Com passionate  ： 困っ ている人を 助けたり 、 他者の視点や感情を理解し よう と  

する態度。 チームワーク や社会貢献において重要な要素。  

L i felong Learners： 学校教育を 超えて、 生涯にわたり 学び続ける姿勢。 自己成長や

柔軟性、 時代に適応する能力の象徴。  

I CL 1 探究する人  

好奇心を 持ち、 主体的・ 協働的に学び、 生涯を通じ て学ぶ喜びを 追求する人 

I CL 2 考える人  

複雑な問題を 批判的・ 創造的に分析し 、 倫理的な判断を する人 

I CL 3 コ ミ ュ ニケーショ ン ができ る人 

自他の価値観や意見を 尊重し 、 他者と 協力し て目標を 達成する人 

I CL 4  挑戦し 、 振り 返り ができ る人 

不確実な状況でも 前向き に挑戦し 、 振り 返り を未来の行動や成長に活かす人 

I CL 5 知識のある人 

幅広い分野の知識を 身に付け、 地域やグローバル社会の課題に取り 組む人 

I CL 6 信念を も つ人  

誠実で公正な行動を 心がけ、 他者の尊厳と 権利を 尊重する人 

I CL 7 思いやり のある人 

他者の立場や感情に共感し 、 人間関係をより 良く するために行動する人 

I CL 8 バラ ンスのと れた人 

知性・ 身体・ 感情の調和を 保ち、 冷静で適切な判断を する人 

 

○カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー 

・ 生徒の多様なニーズに応じ た選択肢の豊富な教育課程を編成し 、 確かな学力と 主体

性・ 協働性を 高める授業を行います。  

・ 進路に対する生徒の視野を広げ、 一人ひと り の目標を 尊重し ながら 進路実現に向け

た丁寧な指導を行います。  
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・ 未来創造プロジェ ク ト（ 総合的な探究の時間）を 中心と する探究的な学びを通し て、

批判的思考力と 社会的行動力を育成し ます。  

・ 生徒が主体的に取り 組む充実し た学校行事や部活動等を 通じ て、心身の調和を 図り 、

豊かな人間性を養います。  

・ 学校生活全般を通し て、 多様性を尊重し 、 思いやり の気持ちを持っ て他者と 協力す

る力を 育む学びを 推進し ます。  

 

○アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー 

・ 基本的な生活習慣と 義務教育段階の基礎学力が身に付いており 、 自分の能力をよ 

り 高めたい生徒 

・ 行事や探究活動、 部活動、 地域活動等に積極的に参加し 、 様々な体験や経験を し  

たい生徒 

・ 自分と 他者のよさ を大切にし 、 互いに励まし 合い、 学校生活において健全な人間 

関係を築き たい生徒 
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 定時制の課程  

【 スク ールミ ッ ショ ン】  

学ぼう と する志を 大切にする北遠の定時制普通科高校と し て、生徒の学習ニーズや進

路希望に応じ た多様な学びと 自己肯定感を 育む教育活動を 通し て、多様な個性・ 価値観

を 認め合い、 自信と 誇り を持っ て生き る、 地域社会で活躍でき る人財の育成を目指す。 

 

【 スク ール・ ポリ シー】  

〇グラ デュ エーショ ンポリ シー ～ 本校ではこ のよう な人を 育成し ます～ 

「 志ある人」  Hamana I CLs ( Hamana I nspi r ed and Compassi onat e Li f el ong-Lear ner s )  

I nspi red     ： 好奇心旺盛で、 探究心を持つ姿勢。 新し い知識を得るこ と にワク ワ

ク し たり 、 目標に対し 前向き に努力する態度。  

Com passionate  ： 困っ ている人を助けたり 、 他者の視点や感情を 理解し よう と する態

度。 チームワーク や社会貢献において重要な要素。  

L i felong Learner ： 学校教育を 超えて、 生涯にわたり 学び続ける姿勢。 自己成長や柔軟

性、 時代に適応する能力の象徴。  

 

I CL1 探究する 人 

好奇心を 持ち、 主体的・ 協働的に学び、 生涯を 通じ て学ぶ喜びを 追求する人 

I CL2 考える人 

複雑な問題を 批判的・ 創造的に分析し 、 倫理的な判断をする人 

I CL3 コ ミ ュ ニケーショ ンができ る 人 

自他の価値観や意見を尊重し 、 他者と 協力し て目標を 達成する人 

I CL4 挑戦し 、 振り 返り ができ る人 

不確実な状況でも 前向き に挑戦し 、 振り 返り を 未来の行動や成長に活かす人。  

I CL5 知識のある人 

幅広い分野の知識を 深め身に付け、 地域やグローバル社会の課題に取り 組む人 

I CL6 信念をも つ人 

誠実で公正な行動を 心がけ、 他者の尊厳と 権利を 尊重する人 

I CL7 思いやり のある人 

他者の立場や感情に共感し 、 人間関係をより 良く するために行動する人 

I CL8 バラ ンスのと れた人 

知性・ 身体・ 感情の調和を 保ち、 冷静で適切な判断を する人 

 

〇定時制カ リ キュ ラ ムポリ シー ～本校ではこ のよう な学びを 行います～ 

 

・ 生徒が自信を 持ち、 意欲的に学習活動を継続でき るよう 、 基礎・ 基本を 重視し た「 わか

る授業」 を実施し ます。  

・ 地域で活躍する多様な人材と の関わり を通じ て、 生徒が社会と のつながり を深め、 自分

の役割を 意識するこ と ができ る機会を 提供し ます。  

・ 生徒が達成感や充実感を 味わい、 心に残る豊かな経験を 重ねるこ と ができ るよう 、 生徒
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が積極的に参加する学校行事を 実施し ます。  

・ 生徒が安心し て学校生活を 送るこ と ができ るよう 、 生徒の困り 感を 把握し 、 外部の人材

や機関と 連携し て寄り 添いながら 実効性のある支援を 行います。  

・ 生徒一人ひと り が社会に参画でき るよう 、個々の状況に応じ た丁寧かつ体系的な進路指

導を 行います。  

 

〇定時制アド ミ ッ ショ ンポリ シー ～本校ではこ のよう な生徒を求めます～ 

・ 基本的な生活習慣を確立し 、 社会人と し て基礎的な学力を 身に付けたい生徒 

・ 学校行事や部活動、 仕事を含む社会活動等に積極的に参加し 、 様々な体験や経験を し た

い生徒 

・ 自分と 他者のよさ を 大切にし 、 互いに励まし 合い、 学校生活において健全な人間関係を

築き たい生徒 

 

〇スク ール・ ポリ シー具現化の柱 

ア 生徒の学習意欲を 高め、 基礎学力の定着を 図るため、「 わかる授業」 へのさ ら なる改善

や学習支援の充実を推進する。  

イ  効果的・ 系統的な進路指導体制を 構築し 、 生徒の社会参画につながる 進路意識の高揚

を 図る。  

ウ 外部機関や地域人材と 連携し 、 生徒に寄り 添っ た支援体制のさ ら なる 充実により 、 基

本的な生活習慣の確立を 支援する。  

エ 生徒が豊かな経験を 積み、 学校生活の充実を 実感でき るよう 、 質の高い学校行事や特

別活動、 部活動を 展開する。  

オ 広報活動を 充実さ せ、 本校および定時制の教育活動を地域社会に周知する。  

カ  生徒と 教職員が安心・ 安全に教育活動を 展開するため、 教育環境の整備に取り 組むと

と も に業務の合理化・ 効率化を 推進する。  
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３  監査対象期間の年度別学校経営の取組等 

 ( 1)  令和６ 年度の取組目標への評価及び成果と 課題 

 全日制の課程  

※ 重点目標はゴシッ ク 体で記載 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と 課題 

ア 

生徒の主体的

な 学習態度の

育成によ る 学

力の向上 

各教科における単 

元の目標や評価基 

準等が明確だと 答 

える生徒 85％以上。 

答えた 

 生 徒 80. 3％ 
Ｂ  

単元の目標や評価基準等の説明

を 行う よ う に職員の共通理解を

図っ た。今後は、より わかり やす

い形で生徒に伝わる よ う な取組

を し ていく 。  

 

授業は分かり やす 

く 、教え方に工夫が 

あると 答える生徒 

85％以上。  

答えた 

 生 徒 83. 8％ 
Ｂ  

多く の教員がＩ Ｃ Ｔ 活用と と も

に 教え 方の工夫を 行っ て き た

が、 わずかながら 目標の達成と

なら なかっ た。  

今後も さ ら なる 授業改善のため

の校内取組を 行っ ていく 。  

授業で端末を 十分に 

活用し ていると 答え 

る生徒 90％以上。  

答えた 

 生 徒 86. 3％ 
Ｂ  

授業で端末を 使う こ と 自体は生

徒全員が行う こ と ができ ている

ので、 効果的な活用の啓発を よ

り 進めていき たい。  

 

到達度テスト にお 

ける各教科の正解 

率 65％以上。  

１ 年生 

 国 語 64. 3％ 

 数 学 72. 9％ 

 英 語 71. 8％ 

２ 年生 

 国 語 60. 4％ 

 数 学 47. 6％ 

 英 語 51. 4％ 

Ｂ  

３ 教科の正答率は１ 年生 69. 7％ 

２ 年生 53. 2％であっ た。 昨年度

が１ 年生 65. 8％、 ２ 年生 51. 4％

であり 、 成績の向上がう かがえ

る。今後も 引き 続き 、主体的に学

習ができ るよう にし ていく 。  

大学入学共通テスト  

の各教科平均得点率 

50％以上。  

自己採点 

 国 語 55. 4％ 

 数 学 46. 2％ 

 英 語 52. 8％ 

 地・ 公 55. 9％ 

 理 科 46. 8％ 

Ｂ  

共通テスト 模試、冬季勉強会、食

前実践演習な ど を 適切に 行っ

た。 新課程内容の入試の１ 年目

と いう こ と で、 教科の難易度に

ばら つき があり 、 目標達成に今

一歩であっ た。  

次年度は、 新課程の問題研究を

深めていき たい。  
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と 課題 

 

生徒の主体的

な 進路決定意

識の育成によ

る進路実現 

自ら の目標に向け 

て、 努力と 挑戦を 継 

続し ていると 答える 

生徒 85％以上。  

答えた 

 生 徒 81. 8％ 
Ｂ  

多く の生徒が個々の目標達成の

た め 積極的に 努力し て い る の

で、 その姿勢を 後押し する と と

も に、 さ ら に進める こ と で目標

達成に向けて努力し ていく 。  

 

第３ 学年６ 月までに 

「 未来創造企画書」  

が完成し ている生徒 

100％。  

完成し た 

 生 徒 100％ 
Ａ  

進路課職員の指導の下、 指導と

スケジュ ール管理を し た結果、

全員が完成さ せる こ と がで き

た。  

進路に関する情報提 

供・ 指導助言は適切 

であると 答える生徒 

80％以上、 保護者 

70％以上。  

答えた 

 生 徒 89. 3％ 

 保護者 72. 8％ 

Ａ  

本校職員だけでなく 、 外部講師

等も 招いて適切な時期に適切な

情報が提供でき る よ う に注力し

た。 進路課職員による SNS 校内

サイ ト を 利用し た研修会や体験

学習等の情報提供も 昨年に引き

続き 行っ ている。  

イ  

探究的な 学び

の組織的な検

討、 及び具体

的な 実践プロ

グラ ムの構築 

探究活動実践プロ グ 

ラ ムの策定。  

策定を する こ と

ができ た。  
Ａ  

探究室長を 中心に策定する こ と

ができ たので、次年度以降、内容

の改善や効果的な修正を し て い

く 。  

課題発見力及び課題

解決能力を 高める こ

と ができ たと 答える

生徒 85％以上。  

答えた 

 生 徒 83. 4％ 
Ｂ  

あと 僅かで達成であっ た。 来年

度以降は、 探究的な学びを 学校

と し て強化し ていき 、 達成状況

の上昇に努める。  

 

ウ 

質の高い教育

活動の展開に

よ る 生徒の文

化に親し む豊

かな心の育成 

学校行事、 生徒会・

委員会活動及び部活

動等に主体的に取り

組んでいると 答える

生徒・ 保護者 90％以

上。  

答えた 

 生 徒 94. 9％ 

 保護者 94. 0％ 

 

Ａ  

行事や部活動を 中心に、 様々な

活動で、 生徒が主体的に取り 組

む姿勢が見ら れた。 今後も 主体

的に取り 組める 環境を 整え、 質

の高い教育活動を 推進し たい。  

１ か月に１ 冊以上本

を 読 む 生 徒 の割 合

70％以上。  

読む生徒 50. 8％ Ⅽ 

１ カ 月に１ 冊以上の本を 読む生

徒が半数を 超えたと こ ろ ではあ

る が、 その後の数字が伸びて こ

ない。 選書やビ ブ リ オバト ル等

を 通し た更なる啓発を 行う 。  
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と 課題 

  

学校図書館の１ 人当

たり の年間貸出冊数

4. 0 以上。  

貸出冊数 3642 冊 

3. 4 冊/人 

昨年度 

貸出冊数 3436 冊 

3. 2 冊/人 

Ｂ  

昨年度よ り も 貸出ペースが多く

なっ ている。目標冊数には、まだ

及ばないが、年々、目標冊数に近

づいている ため、 今後も 読書啓

発に係る試みを行う 。  

 

全国・ 東海大会出場

６ 部活動以上。  
12 部活動 Ａ  

運動部、 文化部それぞれの部活

動の活躍が結果に結び付き 、 成

果を あげた。  

 

校外を 対象に活動・

発表の場を 設けてい

る部活動 100％。  

設けた 

 部活動 100％ 
Ａ  

全ての運動部が大会に参加し 、

全ての文化部が浜名祭一般公開

を 通し て発表の場を 設けた。 文

化部半数以上はコ ン ク ール、 発

表会等にも 参加し 、書道部、絵劇

部、ダンス部、写真部は地域行事

にも 参加し た。 多く の部活動が

学校Ｈ Ｐ で活動状況を 発信し 、

Ｈ Ｐ 更新数に貢献し た。  

 

エ 

社会情勢に適

合し た生徒指

導と 安全・ 安

心な 教育環境

整備を 通し た

生徒の自己肯

定感、 自律心

及び社会性の

育成 

挨拶を 心掛けたり 、

身だし なみに心を 配

っ たり するなど社会

のマナーを 意識し て

学校生活を 送っ てい

る と 答える生徒及び

保護者 95％以上。  

答えた 

生 徒 97. 0％ 

保護者 92. 8％ 

Ａ  

挨拶、 身だし なみなどの社会マ

ナーを 意識し て学校生活を 行っ

ている生徒が多い。また、県高Ｐ

連等から 善行賞と し て３ 件４ 人

が表彰を 受けた。  

今後も 当事者意識を 持ち 、 マ ナ

ーやモラ ルの意識の向上を さ せ

ていき たい。  

 

受診が必要な生徒の

治療率 85％以上。  
治療率 68. 0％ Ｂ  

昨年度よ り も 治療率の上昇がみ

ら れる。特に、昨年度まで、受診

率が著し く 低かっ た視力や耳鼻

科の受診率の向上が見ら れて い

る。  

学校保健委員会では生徒発表の

場を 設定し 、 生徒の社会性育成

を 図っ た。  
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  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と 課題 

  

校内に自分の悩みや

不 安 を 話 す 人や 機

会・ 場所があると 答

える生徒 80％以上。  

答えた 

 生 徒 82. 6％ 
Ａ  

保健室で自身の悩みを 吐露する

こ と が多く 、 養護教諭およ び相

談室担当が傾聴に当たり 、 そこ

から 教育相談担当が必要に応じ

てスク ールカ ウン セリ ン グに繋

げるこ と ができ た。今後も 、連携

し た対応を継続し たい。  

 

学校内外の整備・ 美

化は行き 届いている

と 答える 生徒・ 保護

者 85％以上。  

答えた 

 生 徒 72. 9％ 

 保護者 92. 8％ 

Ｂ  

ト イ レ 、 流し 場の清掃は保健委

員が定期的に点検し 美化に努め

た。廊下、階段等の綿ほこ り は取

り 切るこ と ができ なかっ た。  

学校全体の美化に対する 啓蒙に

努める。  

 

地震や暴風警報発令

時等の登校基準や行

動を 把握し ている と

答える生徒・ 保護者

80％以上。  

答えた 

 生 徒 73. 6％ 

 保護者 73. 2％ 

Ｂ  

天候不良時の登校基準や行動等

を 、 絆ネッ ト を 利用し て周知し

た。 今年度は南海ト ラ フ 臨時情

報の発出があり 、 よ り 明確な 基

準等が求めら れた こ と も あ っ

た。 生徒の防災意識向上に向け

て更なる工夫をし ていき たい。  

 

オ 

広報の充実及

び地域等での

取り 組みを 通

じ た教育活動

の周知 

生徒目線を 取り 入れ

た「 学校紹介動画」

の作成。  

生徒た ち 自身が

本校の特徴を 捉

え た 学校紹介動

画作成し た。  

Ａ  

動画を 生徒に 作成さ せた こ と

で、 本校の楽し さ が伝わる 動画

作成さ れた。動画は、体験入学や

中学校訪問時の学校紹介で使用

し 、 校内のデジタ ルサイ ネージ

で来校者向けに流し た。  

ホームページの毎日

更新。  

更新数 275 件 

   0. 75 件/

日 

 

昨年度 

更新数 364 件 

1. 00 件/日 

Ｂ  

今年度は、 Ｈ Ｐ のフ ォ ーマッ ト

移行があり 、 新Ｈ Ｐ の立ち上げ、

職員の更新方法の技術習熟に時

間がかかり 、 更新件数が減少し

た。  

職員のＨ Ｐ 更新技術の習熟を 進

め、 新Ｈ Ｐ 内のコ ン テン ツ の充

実さ せていく 。  
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 取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と 課題 

  

体験入学や広報誌等

が高校選びの参考に

なっ たと 答える来校

者 95％以上。  

一日体験入学 

答えた 

 来校者 99. 2％ 

公開授業 

答えた 

 来校者 83. 0％ 

Ａ  

体験活動や公開授業に参加し た

保護者、中学生に対し 、本校の教

育活動や日頃の生徒の様子を 伝

える こ と ができ 、 理解を 得る こ

と ができ た。  

校外を 対象に活動・

発表の場を 設けてい

る部活動 

100％。（ 再掲）  

設けた 

 部活動 100％ 
Ａ  

全ての運動部が大会に参加し 、

全ての文化部が浜名祭一般公開

を 通し て発表の場を 設けた。 文

化部半数以上はコ ン ク ール、 発

表会等にも 参加し 、 複数の部活

が地域行事やイ ベン ト への参加

も し た。 多く の部活動が学校Ｈ

Ｐ で活動状況を 発信し 、 Ｈ Ｐ 更

新数に貢献し た。  

カ  

教職員の組織

力向上と 教育

活 動 の 合 理

化・ 効率化に

よ る 活力ある

運営体制の確

立 

令和７ 年度から 実施

する 教育課程改訂案

の策定。  

効果的な 変更を

行う こ と がで き

た。  

Ａ  

総合的な探究の時間を ３ 学年通

し て計画的に実施でき る よ う な

カ リ キュ ラ ムに変更を し た。  

各分掌（ 事務部含む）

及び各学年による 業

務改善・ 縮減１ 件以

上。  

９ 分掌中９ 分掌

が１ 件以上。  

 

３ 学年中全学年

が１ 件以上。  

Ａ  

全ての分掌、学年が業務改善・ 縮

減に係る 取組を 行う こ と がで き

た。今後も 、実効性がある取組を

続けていく 。  

校務運営に具体的に

参画し たと 答える 事

務職員 100％。  

答えた 100％ Ａ  

各種イ ン フ ラ の使用料金等が高

騰する 中、 事務職員の視点から

教育活動に大き な影響を 与え な

い中での経費節減、 業務改革を

促進し た。 今後も 厳し い予算状

況が続く ため、 校務運営に積極

的に参加を する 中で、 教職員の

業務効率化、 費用削減を 促し て

いく 。  
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定時制の課程  

※ 重点目標はゴシッ ク 体で記載 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

ア 

授業改善や学

習支援の取り

組みを 通じ た

生徒の基礎学

力の定着 

・ 授業の内容・ 説明

がわかり やすいと

答える生徒 90％以

上。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒   

95％ 

Ａ  

教員が Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し 、

わかり やすい授業を 行っ て

いる こ と はも ち ろ んだが、

生徒自ら i Pad を駆使し 理解

を 深めている 場面が数多く

見ら れ、 学習への意欲が高

いこ と がこ の回答に繋がっ

ている と 思われる 。 引き 続

き I CT の効果的な活用方法

を 研究し 続け る 必要があ

る。  

・ 授業を 通し て新

し い知識が身に付

いたと 答える 生徒

90％以上。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒 

    99 ％ 

Ａ  

全教員が I CT を授業で効

果的に活用でき る よ う 教材

研究を 行っ たり 、 生徒の理

解度に合わせて授業内容を

調整し たり する など の努力

がこ の回答につながっ てい

る と 思われる 。 現状に満足

せず、 生徒が新し い知識を

効果的に定着さ せる 方法を

模索する必要がある。  

・ 授業に積極的に

取り 組んでいる と

答える生徒 90％以

上。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒  

91％ 

Ａ  

昨年度に比べ、 10％弱増

加し た。 解決し たい課題を

わかり やすく 明示し たり 、

でき る だけ生徒にと っ て身

近な題材を 使う よ う 心掛け

たり と 教員の工夫がこ の回

答に 繋がっ て い る と 考え

る 。 授業を 欠席する 生徒が

一定数おり 、 そのよ う な生

徒たち の興味関心を 引く よ

う な授業を 研究し 続けてい

く 必要がある。  
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

イ  

・ 卒業時に進路が

決定し ている 生徒

95％以上。  

      84. 2％ 

（ 16 人／19 人）  
Ｂ  

卒業予定者 19 名中進学３

名、 就職内定 11 名、 進学準

備２ 名、 就職試験受験予定

者２ 名、 進路未決定者１ 名

の状況である 。 外国にルー

ツ を 持つ生徒が友人や家族

から 紹介さ れた仕事に就こ

う と する 傾向があり 、 見学

はし ても 受験までは至ら な

いケースが多かっ た。  

・ 卒業年次の夏ま

でに体験入学や職

場見学に参加し た

生徒 90％以上。  

生徒  94. 7％ 

（ 18 人/19 人）  
Ａ  

正社員と し て働いている

生徒、 派遣先に正社員雇用

さ れる予定の生徒を除く 17

名が夏ま で に 見学を 終え

た。  

 浜松商工会議所と のマッ

チン グ事業の実施によ り ４

年生になる ま でに企業を 見

学する 生徒も 増えて き てい

る。  

・ 検定合格者数及

び資格取得者数延

べ 50 人以上。  

・ 日本語ワープロ 

       21 人 

・ 情報処理   ５ 人    

・ 日商簿記    １ 人      

・ 文書デザイ ン３ 人 

・ 日本語能力 

      20 人 

Ａ  

 商業の授業で積極的に各

種検定の受験を 進めてく れ

ている こ と も あり 、 一定数

の合格者を 出すこ と ができ

た。  

 日本語能力試験は、 外国

人生徒支援員の積極的な働

き かけにより 30 名程度の生

徒が受験し 、 20 名の生徒が

合格するこ と ができた。  

ウ 

丁寧な 指導と

支援体制の充

実によ る 生徒

の基本的な 生

活習慣の確立 

・ 校内に自分の悩

みや不安を 話す人

や機会・ 場所があ

る と 答 え る 生 徒

90％以上。  

「 あてはまる」 と 回

答し た生徒     

82. 7 ％ 

Ｂ  

 毎日の職員打合せで生徒

情報を 共有す る こ と に よ

り 、生徒理解につなげ、全職

員で個別に生徒支援を 行う

こ と ができ た。同時に、スク

ールソ ーシャ ルワーカ ーや

スク ールカ ウン セラ ーと も
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

連携を と り ながら 、 生徒の

変化を 見逃さ ないよ う ワン

チームで対応でき た。 引き

続き 、 生徒の様子を 見逃さ

ないよ う 情報共有を 密に行

い、 対応し ていき たい。  

・ 生徒の交通事故

及び問題行動が年

内 10 件以内。  

・ 交通事故 

      ２ 件 

・ 問題行動 

      ９ 件 

 

Ｂ  

交通安全について は、 掲

示板を 使っ て生徒に情報を

提供し たり 、 集会時に注意

を 促し たり し た。 問題行動

については、 自分の感情や

行動を コ ン ト ロ ールでき な

いこ と から 問題行動に繋が

っ た事例が多かっ たので、

全体指導の中で自分のと る

行動に責任を 持つこ と など

も 呼びかけを し ていく 必要

がある。  

・ 生 徒 の 出 席 率

90％以上、 遅刻率

10％以下、 早退率

１ ％以下。  

出席率 91. 6%  

 遅刻率 8. 1% 

 早退率 0. 6% 

Ａ  

 様々な理由で長期欠席に

なっ ている 生徒が出席率を

下げている 部分がある が、

引き 続き 授業を 大切にし 、

学校を 簡単に休まな いよ う

に働き かけていく 必要があ

る。  

 

 

エ 

生徒の新た な

体験や学校生

活の充実につ

な がる 質の高

い学校行事や

特別活動等の

展開 

・ 学校行事が充実

し て いる と 答える

生徒・ 保護者 90％

以上。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒 93％、   

保護者 94. 6％。 

Ａ  

 入念な計画・ 準備等を し

た上で各行事を 行え た。 次

年度以降、 行事がマ ン ネリ

化し ないよ う 改善を 加えな

がら 進め て い く 必要があ

る。  

・ 外部講師等によ

る 研修会等の開催

10 回以上。  

進路講話、租税教室、

いじ め防止教室、 食

育講座、 消費者教育

講座、 性教育講座、

Ａ  

様々な事業を 活用し 、 外

部の専門家の方にお話を し

ていただく こ と によ り 、 生

徒自身の将来や進路につい
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

薬学講座、 技能マイ

スタ ー講座、 グッ ド

マナー教室、 主権者

教育講座、 同窓会講

話、 人権講座、 フ ィ

リ ピ ンの高校生と の

交流、 福祉講座、 や

さ し い日本語講座、

金融教室、 健康教育

講座  17 回実施 

て考える 機会を 数多く 設定

する こ と ができ た。 性教育

講座では事前の打合せを 養

護教諭と 綿密に行い、 生徒

に合っ た内容を 講師に依頼

する こ と ができ た。 次年度

以降も 積極的に様々な事業

を 活用し ていく 。  

 

 

 

・ 自分には良いと

こ ろ がある と 答え

る生徒 85％以上。  

「 あてはまる 」 と 回

答 し た 生 徒   

85％。  

Ａ  

 定時制職員全員が生徒と

積極的にコ ミ ュ ニケーショ

ン を と り 、 生徒の自己肯定

感が高まる よ う な声掛けを

行っ ている のがこ の回答の

結果に繋がっ ている と 思わ

れる 。 引き 続き 生徒が自己

肯定感・ 自己有用感を 高め

ら れる よ う な声掛けを 行っ

ていく 必要がある。  

・ 部活動の大会や

発表会等の対外行

事に参加する 生徒

延べ 30 人以上。   

男子ﾊﾞ ｽｹｯﾄﾎﾞ ｰﾙ部 

14 名 

女 子 ﾊﾞ ﾚｰﾎﾞ ｰﾙ部 

11 名 

陸上競技部  ２ 名 

ﾊ゙ ﾄﾞ ﾐﾝﾄﾝ部  10 名 

ｴｺﾉﾐｸｽ甲子園静岡大

会     ４ 名 

生徒生活体験発表全

国大会   １ 名 

（ 合計 42 名）  

Ａ  

 多く の生徒が部活動に参

加し ている 。 今年度から 部

活動顧問教員を ４ 名に増や

し たこ と も あり 、 多く の大

会に 参加す る こ と がで き

た。また、各種発表会にも 生

徒が参加でき る よ う 教員が

サポ ー ト す る こ と がで き

た。  

オ 
・「 学校案内」 の刷

新。  

全日制・ 定時制合わ

せた学校案内の更新 
Ａ  

 昨年度、全日制・ 定時制を

合わせた学校案内を 作成し

たが、 今年度は定時制部分

について、 バレ ーボール部

と バド ミ ン ト ン 部、 日本語
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

教室の紹介を 追加し 、 進路

の内容も 更新し た。  

・ ホームページの

週 ２ 回 以 上 の 更

新。  

学期中は、 ほぼ毎週

２ 回ホームページを

更新でき た。  

Ａ  

 毎週担当者を 決め、 生徒

の授業の様子や部活動の結

果報告などを 更新する こ と

ができ 、 浜名高校定時制の

様子を 効果的に伝え る こ と

ができ た。 さ ら に定時制の

様子を 効果的に外部に伝え

る ためには、 その週に行事

を 実際に企画・ 運営し た教

員がＨ Ｐ を更新し たり 、 SNS

の活用も 必要である。  

・「 学校説明会等で

浜名高校のこ と が

分かっ たと 答える

来校者」 95％以上。 

「 あてはまる 」 と 回

答し た来校者  

100％。 

Ａ  

今年度は、 学校説明会に

90 人（ 生徒 49 人、保護者 41

人） が参加し た。昨年度同様

浜名高校定時制への高い関

心を 持つ生徒が多いこ と が

わかっ た。 学校説明会を さ

ら にわかり やすく する ため

に、 定時制の生徒に学校説

明の一部を 担当さ せる こ と

も 検討中である。  

・ 学校の教育活動

の様子がわかる と

答える保護者 90％

以上。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た保護者  

90. 2％。  

Ａ  

 学期中には毎週、 担当者

を 決め、 ホームページの更

新ができ たこ と や絆ネッ ト

を 使い、「 と も し び通信」（ 定

時制新聞） を 定期的に配信

でき たこ と も こ の結果につ

ながっ ている と 思われる 。

課題は、 いかに効果的に学

校の様子を 伝える こ と がで

き る かであり 、 動画も 使え

ると より 良いと 考える。  

カ  

生徒・ 教職員

が安全・ 安心

に教育活動を

・ 学校内外の整備・

美化は行き 届いて

い る と 答 え る 生

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒  91 ％、 

 保護者  95. 7 ％。 

Ａ  

 今年度から 各学期末に生

徒が各自の靴箱やロ ッ カ ー

の清掃を 行う 時間を 設定す
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

展開する た め

の教育環境の

整備 

徒・ 保護者 90％以

上。  

る と と も に、 厚生委員によ

るト イ レ 清掃（ 大掃除） を実

施し 始めた。 こ のこ と によ

り 、 生徒たち はさ ら に校舎

を き れいに使おう と する 意

識が出て き た と 考え ら れ

る。  

・ いじ めに遭っ た

り 見たり し たこ と

がある と 答え る 生

徒０ ％。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒 ２ ％。  

 

Ｂ  

０ ％と はな ら な かっ た

が、 あてはま る と 答えた生

徒には様々な教員が話を 聴

き ながら 、 状況が改善する

よう 対応し 続けている。  

・ 浜名高校に入学

し て 良かっ たと 答

える 生徒、 及び入

学さ せて良かっ た

と 答 え る 保 護 者

90％以上。  

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒  95 ％、 

 保護者  96. 8 ％。 

Ａ  

 日頃から 職員全体で生徒

情報を 共有し 、 ワン チーム

で生徒に対応し ている 点や

日本語教室を 通し て 日本語

が理解でき る 生徒が増えて

いる 点も こ の結果に繋がっ

ている と 思われる 。 否定的

な理由を 推測し ながら 改善

を 図っ ていく 必要がある。  

・ 地震や暴風警報

発令時等の登校基

準や行動を 把握し

ている と 答え る 生

徒 80％以上。  

 

「 あてはまる 」 と 回

答し た生徒  87 ％。 
Ａ  

年２ 回の防災訓練（ 地震・

火災） を通し て、災害時に生

徒自身がどのよ う に行動す

べき か考える よ う 声掛けを

行っ た。  

暴風警報発令時の登校基

準については、 必要に応じ

て SHR などで担任が説明を

行っ た。  

・ 各分掌(事務部含

む ) 及び 各学年に

よ る 業務改善・ 縮

減１ 件以上。  

  

全分掌が 1 件以上 

全学年が 1 件以上 

 

Ａ  

例えば行事等で、 教員が

全て企画・ 運営する のでは

なく 、 生徒に任せる 部分は

任せる など、 教員の業務量

を 減ら し ながら も 生徒が主

体的に行動する 力を 身に着

ける こ と ができ る よ う 業務
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と 課題 

改善に取り 組むこ と ができ

た。  

 次年度以降も 各分掌・ 各

学年で業務改善を 続けてい

く 必要がある。  
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( 2)  令和７ 年度の取組目標・ 達成方法・ 成果目標 

 全日制の課程  

※ 重点目標はゴシッ ク 体で記載 

  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 

ア 

「 主体的・ 対

話的で 深い学

び」 の実現を

通じ た 学力の

向上 

・ 各教科において、学習指導要領に基

づく 指導計画を 適切に編成し 、 単

元目標を 明確化する。  

・ 観点別学習状況の評価方法およ び

基準を 適切に設定し 、 指導と 評価

の一体化を 図る。  

・「 各教科における単元の目標や評価

基準が明確である 」 と 答え る 生徒 

85%以上。  

・「 授業が分かり やすく 、 教え方に工

夫がある 」 と 答える生徒 85%以上。 

・「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 踏

まえ、個人端末の活用や協働学習を

推進し 、 思考力・ 判断力・ 表現力を

育む授業を 展開する。  

・ 教員相互によ る 教科横断的な授業

見学や意見・ 情報交換を 通じ て、授

業改善に積極的に取り 組む。   

・「 授業で、 生徒による主体的な活動

を 促す工夫を し ている」 教員 70％

以上 

・「 他教員の授業を 見学し たり 、 情報

交換等を 通じ て授業改善を 行っ た」

教員 80％以上 

・ 測定ツール（ 到達度テスト 、定期考

査、 模擬試験等） を 活用し 、 生徒の

学習状況を 適切に分析する。  

・ 授業内容に関連し た課題を 設定し 、

家庭学習習慣を定着さ せる。  

・ 生徒の学習上の課題を明確にし 、授

業や補習・ 課外学習の充実を 図る。 

・ 到達度テスト における 各教科の正

解率 65％以上。  

・「 学習支援システム等を活用し 、 適

切な課題の配信や学習習慣確立へ

の助言を 行っ た。」 教員 70％以上 

・ 大学入学共通テ スト の各教科平均

得点率 50％以上。  

 

キャ リ ア 教育

の充実によ る

進路意識の醸

成と 進路実現

の支援 

・「 未来創造プロジェ ク ト （ 総合的な

探究の時間）」 や「 特別活動」 の充

実を 図り 、体系的なキャ リ ア教育を

推進する。  

・「 未来創造プロジェ ク ト や特別活動

は自己の在り 方や生き 方を 主体的

に考え、将来の展望を 深める機会と

なる。」 と 答える生徒 70％以上 

・ 第３ 学年６ 月までに、すべての生徒

が「 未来創造企画書」 を完成する。 

 

・ 生徒の主体的な 進路決定を 支援す

るため、関心や希望に応じ た情報提

供や個別指導、 助言等を行う 。  

・ 進路に対する生徒の視野を 広げ、興

味・ 関心を 高める こ と ができ る よ

う 、 進路行事を工夫する。  

・ 進路に関する 情報提供や指導助言

は適切である」と 答える生徒 80％以

上、 保護者 70％以上。  

・「 自己の目標に向けた努力・ 挑戦を

継続し ている」と 答える生徒 85％以

上。  
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  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 

イ  

探究的な 学び

の体系化と 具

体的な 実践プ

ロ グ ラ ムの策

定・ 運用 

・ 教育課程の改訂を継続検討し 、探究

活動推進室を 中心に探究プ ロ グラ

ムを 開発・ 実践・ 改善する。  

・ 探究活動プログラ ムの実践・ 改善・

開発を 継続する。  

・ 生徒が課題を設定し 、地域や外部機

関と 協働し て解決に取り 組む活動

を 推進する。  

・ 探究的な学びに関する 教職員研修

を 計画的に実施し 、指導方法の改善

と 探究活動の充実を図る。  

・「 未来創造プロジェ ク ト （ 総合的な

探究の時間）」を 通じ て、課題発見力

と 解決能力が向上し た」 と 答える生

徒 85％以上。  

・「 課題発見や課題解決を取り 入れた

活動を 行っ た」 と 答える教員 80％ 

 

ウ 

質の高い教育

活動の展開に

よ る 、 生徒の

精神的成長と

文化的素養の

育成 

・ 生徒が主体的に企画・ 運営する活動

を 通じ て、 リ ーダーシッ プ や協働

性を 育成する。  

・ 委員会による、新聞を 活用し た啓発

活動を 継続し 、 生徒の情報活用能

力と 社会参画意識を高める。  

・ 浜北特別支援学校と の交流や保育

体験実習を 通じ 、共生・ 共育を 推進

する。  

・ 学校行事、生徒会・ 委員会活動及び

部活動等に主体的に取り 組んでい

ると 答える生徒・ 保護者 90％以上。 

・「 個人や部活動・ 委員会を 通じ て、

地域行事やボラ ンティ ア、国内外研

修に 1 回以上参加し た」 生徒 70％

以上 

・ 学びの場と し て 魅力ある 図書館づ

く り と 朝読書を 中心と し た読書習

慣の形成によ り 読書活動の充実を

図る 。  

・「 図書館を 通じ た読書活動の推進が

活発に行われている」と 答える生徒

80％以上 

・ １ か月に１ 冊以上本を 読む生徒の

割合 70％以上。  

・ 学業と 部活動の両立を意識し 、計画

的かつ持続可能な活動を 通じ て、

心身の健全な成長と 競技力の向上

を 図る。  

 

・「 学習と 部活動の両立がで き て い

る」 と 答える生徒 80％以上 

・ 地域貢献活動等に参加し た部活動

100％ 
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  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 

エ 

 

安全・ 安心な

教育環境の整

備と 、 社会情

勢に 応じ た 生

徒指導の充実

によ る 、 自己

肯定感・ 自立

心・ 社会性の

向上 

・ 日々の教育活動を通じ て、 学校生 

活・ 社会生活におけるルールやマナ

ーを 順守さ せる。  

・ 教職員も 生徒も 、 相手の話を 傾聴

し 、時と 場に応じ た丁寧な言葉で話

し ながら 相互の理解に努める。  

・ 道徳教育を充実さ せ、規範意識・ 社

会性・ 倫理観を 高める 指導を 継続

し て実施する。  

・「 進んで気持ちの良い挨拶を し てい

る」 生徒 80％以上 

・「 ルールやマナーの意義について考

え、主体的に行動でき た」 生徒 80％

以上 

・ 相互に円滑なコ ミ ュ ニケーショ ン

を 図ろ う と する 姿勢・ 雰囲気があ

る。  

・「 人権や情報モラ ルの講座・ 授業を

通じ て、 人権意識が向上し た。」 生

徒 80％以上 

・ 健康診断や生活指導を通じ て生徒の

健康を 把握し 、健康の保持・ 増進に向

けた支援を行う 。  

・ 受診が必要な生徒の治療率 85％以

上。  

・「 ほめる・ 励ます」 を基本と し た、  

自己肯定感を 育む生徒・ 教職員の関

係を つく る。  

・ 生徒の困難・ 悩み・ 不安に対応する

ため、教育相談体制を充実さ せ、関

係機関と 連携し た支援体制を 整備

する。  

・「 先生方は私の良いと こ ろ を 認め、

意欲や向上心が高ま る 言葉を かけ

てく れる」 と 答える生徒 90％以上 

・「 校内に、 悩みや不安を話せる人や

機会・ 場所がある 」 と 答える 生徒

80％以上。  

・ 清掃の充実と 定期的な設備点検を

行い、 安全で快適な教育環境を 維

持・ 改善する。  

・ 学校内外の整備・ 美化は行き 届いて

いると 答える生徒・ 保護者 85％以

上。  

・ 防災訓練や安全指導を充実さ せ、危

機管理意識と 非常時の対応力を 高

める。  

・ 地震や暴風警報時の登校基準・ 行動

を 把握し ている生徒・ 保護者 80％

以上。  

オ 

地域と の連携

強化と 広報活

動の充実によ

る 、 地域に開

かれた 学校運

営の推進 

・「 学校案内」 などの広報ツールを 充

実さ せ、 学校の特色や教育活動を

広く 発信する。  

・ 生徒目線を 取り 入れた「 学校紹介動

画」 の作成。  

・ ホームページの毎日更新。  

・ 一日体験入学や学校公開を 充実さ

せ、中学校訪問や学校説明会を 通じ

て、 本校の教育活動を 適切に伝え

る。  

・「 体験入学や広報誌等が高校選びの

参考に な っ た 」 と 答え る 来校者

95％以上。  

・ 部活動や個人活動を 通じ て地域行

事に参加し 、 生徒が地域と 連携し

ながら 学校の魅力を 発信でき る 機

会を 創出する。  

・ 部活動や個人活動を 通じ て 地域行

事等に参加し た生徒 70％以上（ 再

掲）  
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  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 

カ  

教職員の組織

力向上と 教育

活 動 の 合 理

化・ 効率化に

よ る 、 活力あ

る 学校運営の

確立 

・ 生徒に 19: 30 を 目安と し た完全下校

を 促す。  

・ 教職員は効率的な業務遂行に努め、

おおむね 20： 00 までに退勤する。

また、週１ 回の割合での定時退勤に

努める。  

・ 生徒がおおむね 19： 30 には下校し

ている。  

・ すべての教職員がおおむね 20： 00

までに退勤する。  

・「 おおむね週１ 回は定時に退勤でき

た」 教職員 80％以上 

・ 定期的な学年・ 分掌会議等により 情

報共有を 促進する と と も に、 業務

の進捗管理と 効率化を 図る 。  

・ 各分掌およ び学年で業務を 平準化

し 、「 無く す・ 減ら す・ 変える」 の

視点で見直し て、負担感・ 多忙感を

軽減する。  

・ 適切な情報共有が図ら れている。  

・ 分掌の業務を「 無く す・ 減ら す・ 変

える」の視点で見直す機会を 年２ 回

以上設ける。  

・「 業務の負担感・ 多忙感が改善さ れ

た」 教職員 50％ 

・ 県教委の施策に沿い、事務業務の効

率化を 徹底し 、 事務職員の校務参

画を 促進する。  

・ 次年度の事務業務集中化を 見据え、

事務職員の校務運営参画を 具体化

する。  

・「 校務運営に具体的に参画し た」 と

答える事務職員 100％。  
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定時制の課程 

※ 重点目標はゴシッ ク 体で記載 

  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 担当部署 

ア 

授業改善や学習

支援の取り 組み

を 通じ た 生徒の

基礎学力の定着 

・ 基礎力診断テ ス ト や定期テ ス

ト 等を 活用し 、生徒が身に付け

るべき 学力を 明確化し 、授業改

善を 図る。  

・「 授業の内容・ 説明がわか

り やすい」 と 答える 生徒

90％以上。  

教務・ 情報課 

生 徒 課 

各 教 科 

・ 個人端末等も 効果的に活用し

な がら 個別最適な 学びを 推進

する。  

・「 授業を 通し て新し い知識

が身に付いた」 と 答える

生徒 90％以上。  

・「 授業を 通じ て社会への関

心が高まっ た」 と 答える

生徒 90％以上 

・ 授業等で外部人材や支援事業、

メ ディ ア 等の副教材を 積極的

に活用し 、生徒の社会への関心

を 高める。  

・ 生徒と 教職員が協力し て良好な

授業環境の維持・ 向上に努め、

生徒の学習意欲を 高める。  

・「 授業に意欲を持っ て取り

組んでいる」と 答える生徒

90％以上。  

・「 授業に工夫がある」 と 答

える生徒 80％以上 

・ 授業改善や生徒理解につな が

る 教職員研修を 継続的に実施

し 、 教育活動の質の向上を 図

る。  

イ  

効果的・ 系統的な

進路指導体制の

構築に よ る 生徒

の社会参画に つ

な がる 進路意識

の高揚 

・ 総合的な 探究の時間や特別活

動の充実により 、生徒の進路意

識の向上を図る。  

・ 卒業年次の夏ま でに体験

入学や職場見学に参加し

た生徒 90％以上。  

・ 卒業時に進路が決定し て

いる生徒 90％以上。  

進 路 課 

各 教 科 

各 学 年 

・ 生徒の進路実現のため、外部人

材の活用や関係機関と の連携

を 積極的に図る。  

・ 社会で役立つ検定や資格の受

検を 奨励する と と も に、 合格・

取得に向けた課外授業等を 設

定する。  

・ 検定合格者及び資格取得

者数延べ 50 人以上。  

ウ 

丁寧な 指導と 支

援体制の充実に

よ る 生徒の基本

的な 生活習慣の

確立 

・ 全職員によ る 情報交換を 日常

的に実施し 、 生徒個々の状況

把握に努める。  

・「 生徒情報の共有を指導に

活かすこ と ができ た」と 答

える教職員 100% 

・「 校内に自分の悩みや不安

を 話す人や機会・ 場所があ

る」 と 答える 生徒 90％以

上。  

生 徒 課 

保 健 課 

各 教 科 

各 学 年 

・ 校内外の生徒支援の取組や関

係機関の活用を周知し 、必要に

応じ て連携を 図る。  

・ 教育活動全体で ルールやマ ナ ・ 生徒の交通事故及び問題
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  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 担当部署 

ーの遵守を意識さ せ、指導を 行

い、生徒の社会生活に適応する

ための力を育成する。  

行動が年間 10 件以内。  

・ 生徒の出席率 93％以上、

遅刻率及び早退率各 7％

以下。  ・ 生徒の登校状況を 把握し 、生活

リ ズムの定着を 支援する。  

エ 

生徒の新た な 体

験や学校生活の

充実に つな がる

質の高い 学校行

事や特別活動等

の展開 

・ 学校行事の企画・ 運営に生徒や

教職員の意見を 反映し 、内容の

充実を 図る。  

・「 学校行事が充実し ていて

楽し い」と 答える生徒・ 保

護者 90％以上。  

教 務・ 情 報課 

生 徒 課 

総 務 課 

各 学 年 

・ 安全・ 安心な学校生活や社会生

活に役立つ生徒対象の研修を

定期的に実施する。  

・ 外部講師等によ る 研修会

等の開催 10 回以上。  

・ 生徒全員が校内生活体験発表

会に参加し 、自己肯定感を高め

る と と も に他者への理解を 深

める。  

・「 自分には良いと こ ろ があ

る 」 と 答える 生徒 85％以

上。  

・「 ク ラ スメ イ ト の考え理解

し 、 受け止める こ と がで

き た」 と 答える生徒 85％

以上。  

・ 生徒の主体的な活動を支援し 、

部活動や校外行事への参加を

促進する・  

・ 部活動の大会出場や発表

会等の対外行事に参加す

る 生徒延べ 30 人以上。  

オ 

広報の充実等に

よ る 本校及び 定

時制の教育活動

の周知 

・「 学校案内」 など広報ツ ールを

充実さ せ、本校および定時制の

教育活動を周知する。  

・「 学校案内」 の刷新。  

・ ホームページの週２ 回以

上の更新。  

管 理 職 

教務・ 情報課 

総 務 課 

・ 学校説明会や学校訪問等を 通

じ て、中学生や中学校に本校お

よ び定時制の教育活動を 周知

する。  

・ 学校説明会等で「 浜名高校

のこ と が分かっ た」 と 答え

る来校者 95％以上。  

・ PTA定時制部会や連絡ツールの

活用等を 通じ て、保護者に対し

て本校の教育活動を周知する。 

・「 学校の教育活動の様子が

わかる 」 と 答え る 保護者

90％以上。  

カ  

生徒･教職員が安

全･安心に教育活

動を 展開する た

めの教育環境の

整備 

・ 施設の整理整頓に心がけ、 安

全・ 安心な教育環境を 整える。 

・「 学校内外の整備・ 美化は

行き 届いている」 と 答える

生徒・ 保護者 90％以上。  

管 理 職 

各 分 掌 

各 学 年 

事 務 部 

・ 生徒およ び保護者から の相談

や質問に対し 、教職員が丁寧か

つ適切に対応し 、信頼関係を 構

・「 浜名高校に入学し てよか

っ た」 と 答える生徒 90％

以上 
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  取組目標 達成方法（ 取組手段）  成果目標 担当部署 

築する。  ・「 入学さ せてよかっ た」 と

答える保護者 90％以上。  

・ 緊急時の適切な 対応について

周知すると と も に、危機管理教

育の充実を 図り 、生徒の防災意

識と 対応能力を高める。  

・ 地震や暴風警報発令時等

の登校基準や行動を 把握

し て い る と 答 え る 生 徒

80％以上。  
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４  監査対象期間における特色ある取組 

 全日制の課程  

年度 取組概要 成果及び課題 

令 和 ６

年度 

１  共生・ 共育の推進 浜北特別支援学校と の継続的な取組を 充実

さ せ、 相互交流する 機会を 増やすこ と ができ

た。  

( 1)  交流校での保育体験実習実施 

( 2)  本校での作業製品展示会・ 受注・ 販売会 

( 3)  本校文化祭での作業製品展示会 

( 4)  交流校での本校美術部や書道部の作品展 

  示 

２  配慮を要する生徒への対応 昨年度より 本校生徒に対し 、通級指導を 実施

し た。 特別支援コ ーディ ネータ ーの助言によ

り 、生徒や保護者等と 円滑な対応ができ るなど

効果が見ら れた。通級指導に学年を 超えて教員

が入り 、特別支援の視点に立っ た指導を 学んで

いる 。  

中学校と も 情報交換するこ と で、早期に対応

する こ と ができ た。  

３  外郭団体の活用 同窓会は、昨年度と 同様に１ 年生向けに「 先

輩と 語る会」 講師と し て卒業生９ 名の選定、派

遣するこ と で、 生徒の進路選択に寄与し た。  

Ｐ Ｔ Ａ は、学校開放や土曜課外、集中講座等

のＰ Ｔ Ａ 進路指導事業を行い、学力向上を図っ

た。  

防災訓練において、自衛隊と のコ ラ ボレ ーシ

ョ ン を行い、生徒にと っ てより 実践的な訓練を

行う こ と ができ た。  

４  防災教育の充実 昨年度に引き 続き 、生徒への事前予告なし の

防災訓練、避難途中に火災で想定し ていた避難

経路を使う こ と ができ ない避難訓練を 実施し 、

実効性のある訓練を行う 。  

自衛隊静岡地方協力本部の協力の下、自衛隊

と の合同防災訓練を実施し 、救急搬送法、自衛

隊の災害時活動の講話・ 展示を 行う こ と で、新

たな視点から の防災教育に意欲的に取り 組む

こ と ができ た。  

今後も いろ いろ な試みを検討し ながら 、実践

的な防災教育に取り 組んでいく 。  
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年度 取組概要 成果及び課題 

 ５  部活動の活性化 部活動の全員加入と「 部活動の時間（ 毎週金

曜日放課後）」 設定により 、 活動のすそ野を広

げた。部活動指導員等に加え、外部指導者の積

極的な活用を し た。  

運動部は、 陸上部、 水泳部、 剣道部が全国高

等学校総合体育大会等の全国大会に出場し た。

文化部は、 美術部、 書道部、 写真部、 史学部が

全国高等学校総合文化祭に出場出展し た。その

他、 多数の部活動が東海大会や県大会に出場

し 、 文武両道を 目指す本校の活性化に寄与し

た。  

６  豊かな人間性を醸成する教育活動 コ ロナによっ て停滞し ていた文化的・ 体育的

行事、 特別活動等を再開すると 同時に見直し 、

より 生徒主体に実施するこ と ができ た。  

加えて、 生徒の主体的な取組を 奨励する た

め、 全校発表の場を設けた。  

ト ビタ テ留学！JAPANに参加し た生徒の活動 

報告  

また、朝読書・ ビブリ オバト ル等の読書活動

を 推進し 、 豊かな人間性の醸成に努めた。  

７  Ｎ Ｉ Ｅ 研究指定校 研究指定の２ 年目と なる。生徒会の各委員会

が活動と 関連する 新聞記事を 活用し た「 たよ

り 」 や「 掲示物」 等を 作成・ 掲示し て、 全校生

徒への啓発を 図っ ている。生徒は、昨年度に比

べ、社会への関心を 高め、自分ごと と し て考え

る習慣が芽生えている。  
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年度 取組概要 成果及び課題 

令 和 ７

年度 

１  共生・ 共育の推進 浜北特別支援学校と の継続的な取組を 充実

さ せ、 相互交流する 機会を 増やすこ と ができ

た。  

( 1)  交流校での保育体験実習実施 

( 2)  生徒会どう し の交流 

( 3)  本校文化祭での作業製品展示会 

( 4)  交流校での本校美術部（ 優秀作品・ 黒板 

アート ） の作品展示 

２  配慮を要する生徒への対応 一昨年度より 本校生徒に対し 、通級指導を 実

施し た。特別支援コ ーディ ネータ ーの助言によ

り 、生徒や保護者等と 円滑な対応ができ るなど

効果が見ら れた。通級指導に学年を 超えて教員

が入り 、特別支援の視点に立っ た指導を 学んで

いる。  

中学校と も 情報交換するこ と で、早期に対応す

るこ と ができ た。  

３  外郭団体の活用 同窓会は、昨年度と 同様に１ 年生向けに「 先

輩と 語る会」 講師と し て卒業生８ 名の選定、派

遣するこ と で、 生徒の進路選択に寄与し た。  

Ｐ Ｔ Ａ は、学校開放や土曜課外、集中講座等

のＰ Ｔ Ａ 進路指導事業を 行い、学力向上を図っ

た。  

静岡銀行と の協力で生徒にラ イ フ プ ラ ン に

係るマネー講座を 行っ た。  

４  防災教育の充実 毎年行われている、生徒への事前予告なし の

防災訓練、避難途中に火災で想定し ていた避難

経路を 使う こ と ができ ない避難訓練、行方不明

者が出る訓練を実施し 、実効性のある訓練を バ

ージョ ンアッ プし ながら 行う 。  

探究活動と 関連さ せ、生徒の防災教育研究の

全校発表を する こ と で生徒の防災意識の醸成

を 図る。  

今後も いろ いろ な試みを 検討し ながら 、実践

的な防災教育に取り 組んでいく 。  
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年度 取組概要 成果及び課題 

 ５  部活動の活性化 部活動の全員加入と「 部活動の時間（ 毎週金

曜日放課後）」 設定により 、 活動のすそ野を 広

げた。部活動指導員等に加え、外部指導者の積

極的な活用を し た。  

運動部は、水泳部、剣道部が全国高等学校総

合体育大会等の全国大会に出場し た。 文化部

は、 写真部、 史学部、 将棋部が全国高等学校総

合文化祭に出場出展し た。その他、多数の部活

動が東海大会や県大会に出場し 、文武両道を 目

指す本校の活性化に寄与し た。  

６  豊かな人間性を醸成する教育活動 県事業のモンゴル国校生訪問団 25 人の交流

事業を受け入れ、授業参加、部活動体験を 通し

て国際交流を 行っ た。  

ト ビタ テ留学！JAPANに参加し た生徒の活 

動報告 、 防災教育の研究発表、 海外イ ンタ ー

ン シッ プ参加者発表等、生徒の主体的な取組を

奨励するため、 全校発表の場を設ける。  

また、朝読書・ ビブリ オバト ル等の読書活動

を 推進し 、 豊かな人間性の醸成に努めた。  
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定時制の課程  

年度 取組概要 成果及び課題 

令和６  

年度 

１  就職支援の充実 定時制の生徒、特に外国にルーツを 持つ生徒

は、給与が支給さ れるのであれば、正社員でな

く ても 構わないと 考える 生徒が多い。 そのた

め、総合的な探究の時間を 有効に使い、会社の

健康保険や福利厚生の重要性等を 学習する と

と も に、就職マッ チング事業を使い、１ 年間で

２ 回、 それぞれ 15 社程度の周辺企業に参加し

ても ら い進路講演会を 開催し た。生徒たちが働

く こ と の面白さ や、正社員になるこ と の大切さ

を 理解でき るよう 取り 組んだ。  

進路課だけでなく 、教職員全員が就職指導で

き る体制を 構築する必要がある。  

 ２  部活動の活性化 男子バスケッ ト ボールは春季県大会を ７ 連

覇し 、全国大会に出場し た。全国大会では準決

勝で優勝チームに敗れはし たが、第３ 位と いう

素晴ら し い結果を 残し た。また、陸上競技部は

女子走高跳と 女子走幅跳で全国大会に出場し 、

女子走高跳では４ 位に入賞するこ と ができ た。

バレ ーボール部やバド ミ ン ト ン 部も 県大会に

出場し た。部活動の顧問も ４ 人に増やし たこ と

によ り 、 積極的に大会に参加する こ と がで き

た。  

生徒たち は少ない練習時間を 効率よ く 利用

し て日々努力し 成長し ている 。  

 ３  生徒情報共有の機会確保 外国にルーツ を 持つ生徒や困難を 抱えた生

徒が増えている こ と から 、 職員全員で生徒の

様々な情報を 共有するため、職員打合せ時に毎

日、生徒の情報共有の時間を 設けた。生徒に関

する些細な情報でも 出し ても ら い、全職員がそ

の情報を 持っ た状態で、生徒に対応するこ と が

でき た。  

特別支援コ ーディ ネータ ーの職員が年度途

中で急逝し たこ と も あり 、スク ールソ ーシャ ル

ワーカ ーを 含めた生徒情報交換会が今年度は

１ 回し か実施でき なかっ たので、次年度以降複

数回実施でき るよう 調整し ていく 。  
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年度 取組概要 成果及び課題 

 ４  外部人材・ 外部機関の活用 

  

スク ールソ ーシャ ルワーカ ーやスク ールカ

ウンセラ ーを 積極的に活用すると と も に、その

他様々な機関と も 積極的に連携し 、困難を抱え

る 生徒たち に対し て支援を さ ら に厚く する こ

と ができ た。  

また、キャ リ ア教育においても 、社会人と コ

ミ ュ ニケーショ ンをと る場面を多く 提供し た。

県事業等の外部人材も 活用し ている。  

 ○ 外部人材 

スク ールソ ーシャ ルワーカ ー、スク ールカ

ウンセラ ー、 支援員（ 定時制、 外国人）、

地域若者サポート ステーショ ン、浜松商工

会議所、 浜松学院大学 など 

令和７  

年度 

１  就職支援の充実 引き 続き 、授業や総合的な探究の時間におい

て雇用形態によ る 賃金や社会保障の違いを 学

ぶと と も に、地域の企業関係者を招いてのマッ

チン グや若者の就業支援に関わる 方々を 招い

ての面接練習、進路相談を 実施し た。昼間に働

く こ と ができ る夜間定時の強みを 生かし て、企

業見学、 イ ンタ ーシッ プ（ 就業体験） を行っ た

後、実際にその企業でアルバイ ト を 行う こ と で

就職にまで結びつける こ と を 就職指導の基本

と し ており 、就職希望者を 対象にこ れを 実施し

た。  

２  日本語教室の実施 日本語の指導が必要な生徒に対し て、授業前

の 16 時 40 分から 17 時 30 分の時間を 使っ て

日本語教室を 実施し ている 。 日本語教室では

JLPT（ 日本語能力試験） で、 １ 年次までに N3、

卒業までに N2 を取得するこ と を目標と し てい

る。 令和６ 年度は 38 名が受験し 、 20 名が合格

し た（ N2 ７ 名、 N3 ５ 名、 N4 ６ 名、 N5 ２

名）。 本年度も 27 名の生徒が受験予定である。 

３  生徒情報の共有 注意や支援が必要な生徒について、毎日の職

員打合せ時に情報共有を する時間を 設けた。ま

たスク ールカ ウンセラ ー、スク ールソ ーシャ ル

ワーカ ーの来校時には、関係教員と カ ウンセリ

ング内容や支援内容について情報共有を 

行っ た。  
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５  教 職 員 に つ い て 

 ( 1)  令和６ 年度異動状況 

   全日制の課程  

                                      （ 単位： 人）  
 本 務 職 員 任期付・ 臨時的・ 会計年度任用職員  

 教 育 職 員 行 政 職 員  

本

務

 
計 

教

諭

(
任

) 

教

諭
(

臨

) 

主

事

䥹

臨

䥺 
非

常

勤

嘱

託

員 
非

常

勤

講

師 

非
常
勤
養
護
教
諭 

非
常
勤
労
務
職
員 

 

臨

時

 

計 

 

合 

 

 

計 

 校

長 

副

校

長 

教

頭 

教

諭 

養

護

教

諭 

小

計 

事

務

長 

主

査 

主

任 

主

事 

技

能

長 

主

任

技

能

員 

小

計 
転出者   1 5  6        6         6 

退職者    4  4        4  1  2 4  3 10 14 

再 任 用
（ 退職）  

   8  8        8         8 

役職定年              0          

転入者    4   4        4         4 

新任者   1 1  2        2  2  3 4  3 12 14 

再 任 用
（ 新任）  

   9  9        9         9 

役職定年              0          

差引増減   0 
△ 

3 
 

△ 

3 
       

△ 

3 
 1  1 0  0 2 

△ 

1 

 

 

   定時制の課程  

                    （ 単位： 人）  

 本 務 職 員 任期付・ 臨時的・ 会計年度任用職員 

合 
 
  

 
 
 

計 

 教 育 職 員 行 政 職 員  

本

務

 

計 

教

諭

(

臨

) 

養

護

教

諭(

臨) 

外
国
語
指
導
講
師 

非

常

勤

講

師 

非
常
勤
養
護
教
諭 

非
常
勤
労
務
職
員 

 

臨

時

 

計 

 校

長 

副

校

長 

教

頭 

教

諭 

養

護

教

諭 

主
任
実
習
助
手 

実

習

助

手 

小

計 

事

務

長 

主

査 

主

任 

主

事 

主

任

技

能

員 

小

計 

転出者   1 1    2       2        2 

退職者    1    1       1    6   6 7 

再任用
（ 退職） 

                       

役職定年                        

転入者    2    2       2        2 

新任者   1     1       1    5   5 6 

再任用
（ 新任） 

                       

役職定年                        

差引増減   0 0    0       0  
 

 
 

△ 

1 
  

△ 

1 

△ 

1 
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( 2)  現員数 

   全日制の課程  

（ 令和７ 年９ 月 30 日現在）  （ 単位： 人） 

 

本 務 職 員 任期付・ 臨時的・ 会計年度任用職員 

合 
 

 
 

計 

教 育 職 員 行 政 職 員 
本 

務 
 

計 

教

諭

(

任

)
 

教

諭

(

臨

)
 

主

事

(
臨

)
 

外
国
語
指
導
講
師 

非

常

勤

講

師 
非
常
勤
嘱
託
員 

非
常
勤
労
務
職
員 

臨 

時 
 

 

計 

校 
 

 

長 

副 

校 

長 

教 
 

 

頭 

教 
 

 

諭 

養

護

教

諭 

実

習

助

手 

小 
 

計 

事 

務 

長 

主 
 

 

査 

主 
 

 

任 

主 
 

 

事 

技 

能 

長 

小 
 

計 

計 1 1 1 58 1 1 63 1 3 1 1 1 7 70  2 1 1 5 2 3 14 84 

 *（ 再掲） 再任用教諭： 週 19 時間 25 分 ４ 人 

 

 

   定時制の課程  

                      （ 令和 7 年９ 月 30 日現在）  （ 単位： 人） 

 

本 務 職 員 任期付・ 臨時的・ 会計年度任用職員 

合 
 

 
 

計 

教 育 職 員 行 政 職 員 
本 

務 
 

 

計 

教

諭

䥹

臨

䥺 

養
護
教
諭(

臨)
 

主

事

(

臨

)
 

外
国
語
指
導
講
師 

非

常

勤

講

師 

非
常
勤
養
護
教
諭 

非
常
勤
労
務
職
員 

臨 

時 
 

 

計 

校 
 

 

長 

副 

校 

長 

教 
 

 

頭 

教 
 

 

諭 

養

護

教

諭 

実

習

助

手 
小 

 

計 
事 

務 

長 

主 
 

 

査 

主 
 

 

任 

主 
 

 

事 

技 

能 

長 

小 
 

計 

計   1 7 1  9    1  1 10     6   6 16 

 

 

 

( 3)  健康管理について 

  教職員の身体的・ 精神的な健康の維持増進を 図るため、次のよう な取組を行っ ている。 

 ア 生活習慣病検診や人間ド ッ ク・ 脳ド ッ ク 等の受診を 勧め、 健康状態の把握に努めて

いる。 また、 疾病の早期発見、 早期治療により 健康保持に努めるよう 指導し ている。 

 イ  教職員の健康診断結果に対し て、 健康管理医に事後措置等を 相談し ている。  

 ウ 定期的に健康安全衛生委員会を 開き 、 安全衛生の高揚を図っ ている。  

 エ 管理職がスト レスチェ ッ ク における所属の傾向や健康診断結果を 把握し 、声掛けや

組織体制の見直し に活用し ている。  

 オ 勤務時間管理システムの入力徹底と 定時退庁日の周知、月毎の退庁目標時刻掲出に

よっ て時間外在校等時間の縮減を 図っ ている。  
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 ( 4)  教職員の研修について 

 全日制の課程  

令和６ 年度 

  校内研修 

   ( ｱ)  研修の目的 

     研修テーマ「 本校の特色を生かし た探究的な学びの検討と 学校業務の改善」  

生徒の主体的な学びを支援するため、 総合的な探究の時間の充実を図り 、 各

教科・ 科目の連携を 通じ て、 キャ リ ア意識と 学力の向上を目的と する。 具体的

には、 総合的な探究の時間の実践校の職員、 総合教育センタ ーの指導主事を招

き 、 職員の意識改革および伴う 業務の改善を 行う 。  

     不祥事根絶及びコ ンプラ イ アンスに関連し た研修では、 職員会議、 朝の打合

せを有効に活用し 、 即時的に情報共有するこ と で綱紀の粛正を図る。  

   ( ｲ)  研修内容 

     職員全員参加の研修会を ２ 回企画し 、 ５ 月21日（ 火） に第１ 回職員研修会を

実施し 、 11月12日（ 火） に第２ 回職員研修会を 行っ た。  

     ○第 1 回「 総合的な探究の時間の充実について」  

          総合教育センタ ー指導主事 教育主査  辻 陽介 氏 

     ○第２ 回「 探究的な学びデザイ ン～キャ リ ア教育と 探究を 核にし た教育課程～」 

          立命館宇治高校教諭 キャ リ ア教育部長 酒井 淳平氏 

     ○コ ンプラ イ アンス研修 

職員会議毎にテーマを設定し 、コ ンプラ イ アンス通信等を 活用し て職員へ 

の周知を徹底し た。  

   ( ｳ)  成果と 課題 

     今年度の研修テーマである「 本校の特色を生かし た探究的な学びの検討と 学

校業務の改善」 について、 第１ 回職員研修会において職員によるグループワー

ク や事前学習、 フ ィ ード バッ ク を行う こ と で職員の総合的な探究の時間につい

ての意識改革を 促すこ と ができ た。 探究室長の若手教員を 中心に、 既存の総合

的な探究の時間の内容の改善、 伴う 業務の見直し に着手し 始めた。 また、 第２

回職員研修会においては、 探究的な学びについて全国的に有名な立命館宇治高

校で活躍し ている教員を 招聘するこ と による研修を行う こ と で、 教員の意識改

革のスピード を 加速さ せるこ と ができ たと 考える。  

     来年度以降は、 今年度の研修を足掛かり に３ 年を通し た系統立てた総合的な

探究の時間の学びに係るグラ ンド デザイ ンの作成を目指し ていく こ と が必要で

あり 、 そのために総合的な探究の時間について、 継続し た見直し と 改善、 職員

の意識改革を さ ら に高いレ ベルで図っ ていく 必要がある。  

 

   

令和７ 年度 

   校内研修 

   ( ｱ)  研修の目的 
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     研修テーマ「 本校の特色を生かし たさ ら なる探究的な学びの検討と 学校業務

の改善」  

生徒の主体的な学びを支援するため、 総合的な探究の時間の充実を図り 、 各

教科・ 科目の連携を 通じ て、 さ ら なるキャ リ ア意識と 学力の向上を 目的と す

る。 具体的には、 NPO法人「 シヅク リ 」 と の連携による地域企業と 協働し た総合

的な探究の時間の実施、 校内発表会を 近隣高校や学校運営協議会委員等にも 、

開放し て充実を 図る。  

     不祥事根絶及びコ ンプラ イ アンスに関連し た研修では、 職員会議、 朝の打合

せを有効に活用し 、 即時的に情報共有するこ と で綱紀の粛正を図る。  

   ( ｲ)  研修内容 

     職員全員参加の研修会を ２ 回企画し 、 ４ 月28日（ 月） に第１ 回職員研修会を

実施し 、 11月11日（ 火） に第２ 回職員研修会を 行っ た。  

     ○第 1 回 

「 協働型学校づく り の推進 ～フ ァ シリ テーショ ンの手法を 通し て～」  

          愛知みずほ大学特任教授、 A-sessi ons 代表  上井 靖 氏 

     ○第２ 回「 教科における探究的な学びの実現に向けて」  

          東京学芸大学 准教授  藤村 祐子 氏 

     ○コ ンプラ イ アンス研修 

職員会議毎にテーマを設定し 、コ ンプラ イ アンス通信等を 活用し て職員へ 

の周知を徹底し た。  

   ( ｳ)  成果と 課題 

     今年度の研修テーマである「 本校の特色を生かし たさ ら なる探究的な学びの

検討と 学校業務の改善」 について、 第１ 回職員研修会において職員によるグル

ープワーク や事前学習、 フ ィ ード バッ ク を 行う こ と で職員の意識改革を 促すこ

と ができ た。 また、 探求活動のサポート を 行う Ｎ Ｐ Ｏ 法人「 シヅク リ 」 と の連

携により 、 地域企業と の協働による探究活動を 展開でき たこ と により 、 探究室

長の若手教員を 中心に、 既存の総合的な探究の時間の内容や手法の改善に大き

な進歩を 感じ ら れるも のになっ た。 また、 第２ 回職員研修会においては、 教科

における探究的な学びに関係する研究を行っ ている藤村准教授の研修会を行う

こ と により 、 さ ら なる教員の意識改革のスピード を加速さ せるこ と ができ ると

考える。  

     来年度以降は、 今年度の研修を足掛かり に探究活動について、 地域企業と の

連携、 校外機関と の連携を さ ら に進め、 本校生徒の３ 年間の成長、 職員の意識

改革を 推進する体制をつく っ ていく 必要がある。  
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定時制の課程  

令和６ 年度 

校内研修 

( ｱ)  研修の目的 

「 特別支援教育に関する 用語や制度の理解を 通し 個別最適な教育活動の質の向上を 目

指す」 をテーマと し 、 特別支援教育に関する知識の涵養及び各種制度や実践例を共有す

るこ と で、 教職員共通認識のも と 、 質の高い個別最適な教育活動を 実現さ せるこ と を目

標と し た。  

こ のテーマは２ 年間の継続と し 、 今年度が１ 年目にあたる。  

( ｲ） 研修内容 

〇定時制における特別支援教育への取り 組みと 年間計画について 

（ ４ 月 講師 本校特別支援コ ーディ ネータ ー）  

〇各種計画の作成について 

（ ５ 月 講師 本校特別支援コ ーディ ネータ ー）  

( ｳ） 成果と 課題 

   研修と 職員打合せなどでの頻繁な生徒情報の交換により 、様々な生徒の状況を全職員

で把握し 、 対応し ていけるよう になっ てき ている。 し かし 、 校内研修担当兼特別支援コ

ーディ ネータ ーが年度途中で鬼籍に入り 、今年度の校内研修を中断せざるを 得なく なり 、

校内研修での特別支援への取り 組みができ なかっ た。 次年度以降、 特別支援コ ーディ ネ

ータ ーを定時制の職員で新たに指名し 、 育てていく こ と が本当に大き な課題である。  

 

令和７ 年度 

校内研修 

( ｱ)  研修の目的 

「 特別支援教育に関する 用語や制度の理解を 通し 個別最適な教育活動の質の向上を 目

指す」 をテーマと し 、 特別支援教育に関する知識の涵養及び各種制度や実践例を共有す

るこ と で、 教職員共通認識のも と 、 質の高い個別最適な教育活動を 実現さ せるこ と を目

標と し た。  

こ のテーマは２ 年間の継続と し 、 今年度が２ 年目にあたる。  

( ｲ) 研修内容 

 ○支援や注意が必要な生徒への対応について情報共有を行う と 共に助言を いただく 。  

 （ 毎月１ 回、 スク ールカ ウンセラ ー、 スク ールソ ーシャ ルワーカ ー）  

 〇学校ホームーページＣ ＭＳ 操作方法について 

（ ８ 月 講師 Ｉ Ｃ Ｔ 支援員）  

○外国ルーツの生徒に対する指導で困難を 感じ るこ と について、 本校の外国人生徒支援

員であり 、 NPOフ ィ リ ピノ ナガイ サ代表理事の松本義一さ んを講師に招き 、 様々な角度

から 解説や助言をいただいた。  

 （ ８ 月 講師 NPOフ ィ リ ピノ ナガイ サ代表理事 松本義一）  

( ｳ) 成果と 課題 

 支援や注意が必要な生徒に関し て情報共有の機会を 頻繁に持っ たこ と により 、全職員で

該当の生徒の見守り が可能と なっ た。生徒への向き 合い方についても 専門家の知見を 知る

こ と で教員の選択肢も 広がっ た。 今後の課題と し ては、 特性を 持つ生徒の言動の見立てや
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指導方法、 進路指導について、 特別支援の専門家の助言をいただく 機会を設定し たい。 こ

のこ と により 特性を 持つ生徒が個性や自己の良さ や可能性を 見出し 、社会的資質や能力を

身に付けら れる体制を構築し ていき たい。  
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６  防 災 対 策 に つ い て 

学校の安全管理のため、 施設設備を 定期的に点検すると と も に、 防災訓練を実施し て

いる。 一斉配信システムを活用し 防災情報の提供も 行っ ている。 加えて、 令和６ 年度に

起き た南海ト ラ フ 巨大地震臨時情報等を 踏まえた県の指示に従い、 危機管理マニュ アル

を大幅に見直し 改訂し た。 今後も 修正を 継続し て、 総合的な安全管理を充実さ せる。  

また、 生徒・ 職員に対し 、 12 月の地域防災訓練参加を 呼び掛けている。 令和７ 年度も 引

き 続き 、 生徒および職員に地域防災訓練参加を 呼び掛けている。  

全日制の防災訓練では、 年２ 回の避難訓練に加えて、 心によ り 響く 訓練にする ために、

生徒が主体的に取り 組む企画を盛り 込み、 抜き 打ちの避難訓練等、 訓練のための訓練にな

ら ないよう に、 本番を し っ かり 想定し た本校独自の題材で実施し 、 協働活動を 通し て防災

意識と 人間性の向上に努めている 。 本校の先進的な防災訓練は、 県の防災研修においても

事例の１ つと し て紹介を さ れていると のこ と である。  

 

 

 全日制の課程  

 

令和６ 年度 

５ 月９ 日    第１ 回 防災訓練  避難訓練及び地区会 

              避難経路・ 地区別人数・ 名簿の確認と 地区長・ 学年リ ーダ

ーの選出を 実施。  

     10 月 10 日   第２ 回 防災訓練（ 自衛隊と の合同訓練）   防災学習〔 １ 〕 
              目的： ①大規模災害を 想定し 、 自衛隊と 協働し て備えを 行 
                 う  
                 ②万一災害が起き た際に、 自ら 考え、 自助・ 共助でき

る人間力を 育む 
             展開： ①自衛隊による講話（ 部隊の概要、 能登半島地震の被

災地支援の様子、 被災地の避難所について）  
                ②救護教育演習、 災害時の生活体験、 自衛隊の災害時

装備の見学 
     12 月 12 日   第３ 回 防災訓練  防災学習〔 ２ 〕  

目的： 生徒が主体と なっ て静岡県や近隣地域の災害や防災、  
防災研究に理解を深め、 社会の担い手と し て自助・ 共
助の精神を 育む 

展開： ①前回の訓練のフ ィ ード バッ ク  
                ②浜名高校の OG の方より 避難所の簡易ト イ レ の講話 

③生徒主体の防災に係る演習を 実施 
２ 月 14 日    第４ 回 防災訓練 

              目的： 授業中に東海地震が発生し たこ と を 想定し 、 咄嗟の

状況であっ ても 、 落ち着いて冷静に判断し 、 避難す

る力を育む。 避難・ 人員点呼体制の確認を する。  

              展開： ①予告なし 避難訓練 

                 ②避難経路の一部が使用不可になる こ と を 予告なし

の避難訓練 
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令和７ 年度 

５ 月７ 日   第１ 回 防災訓練  避難訓練及び地区会 

           避難経路・ 地区別人数・ 名簿の確認と 地区長・ 学年リ ーダーの

選出を実施。  

10 月 22 日   第２ 回 防災訓練  防災学習〔 １ 〕  
          目的： 被災地と 避難所を 概観し 、 自分がすべき こ と を 考える 

展開： ①現場レ ポート  「 東日本大震災の被災地の当時と 今～
名取市閖上地区を中心に～」  

             ②災害時に高校生にでき るこ と ” について考えるプロジェ ク  
ト から （ ２ 年生有志） の報告 

             ③「 アオハルし 放題」 の中間発表  
発表内容「 防災と 商品開発について」  

              演題：「 近隣地域で起こ り う る災害と 備え」            
２ 月       第３ 回 防災訓練 予告なし 避難訓練（ 予定）  
３ 月 15 日    第４ 回 防災訓練 予告なし 避難訓練（ 予定）  
          目的： 被災所の支援などで必要なこ と を体験する 

展開： １ 年生：  自衛隊による応急処置に関する体験と 講義 
２ 年生：  避難所運営ゲーム Ｈ Ｕ Ｇ   

 

 

 定時制の課程  

 令和６ 年度 

   ８ 月 30 日     第１ 回 防災訓練（ 全校生徒）  

地震発生を 想定し た避難誘導訓練を実施し た。  

   １ 月 ７ 日    第２ 回 防災訓練（ 全校生徒）  

            火災発生を 想定し た避難誘導訓練を実施予定。  

    

 令和７ 年度 

   ８ 月 29 日   第１ 回 防災訓練（ 全校生徒）  

           地震発生を 想定し た避難誘導訓練を実施し た。  

   １ 月６ 日   第２ 回 防災訓練（ 全校生徒）  

           火災発生を 想定し た避難誘導訓練を実施予定。  
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７  学 校 開 放 に つ い て   

  地域住民の社会教育活動、 文化活動、 スポーツ活動、 その他の生涯学習活動の振興の

ために、 学校教育上支障のない範囲において、 施設の開放を 実施し ている。  

 ( 1)  開放施設 

開放施設 利用でき る種目 

運動場 陸上競技 

テニスコ ート  ソ フ ト テニス 

第１ 体育館 バレ ーボール、 バスケッ ト ボール等 

 

 ( 2)  開放実績 

  令和６ 年度 なし （ 利用希望者なし ）  

 

  令和７ 年度 なし （ 利用希望者なし ）  
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事 務 執 行 の 根 拠 法 令 調 

項 目 根 拠 法 令 

 学校教育に関するこ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校の管理・ 運営 

    に関するこ と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育基本法（ 第１ 、 ２ 条）  

学校教育法（ 第１ ～３ 、 50～52、 60 条）  

学校教育法施行規則 

学校保健安全法（ 第５ 条）  

静岡県立学校設置条例 

静岡県立高等学校学則 

高等学校学習指導要領 

理科教育振興法（ 第 11 条）  

理科教育振興法施行令 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（ 第 33 条）  

静岡県立学校管理規則 

教育公務員特例法（ 第 21、 22 条）  

学校保健安全法（ 第 15、 27 条）  

静岡県立学校職員安全衛生管理規程 

学校教育法（ 第 137 条）  

社会教育法（ 第 43、 45、 47 条）  

静岡県立学校の施設等の開放に関する要綱 

学校図書館法（ 第３ 、 ４ 条）  

静岡県教育委員会処務規程 

静岡県立学校の授業料等の徴収に関する条例 

静岡県立学校授業料等徴収規則 

高等学校等就学支援金の支給に関する法律 

高等学校等就学支援金の支給に関する法律施行規則 

静岡県手数料徴収条例 

静岡県高等学校等教育資金及び高等学校等奨学金貸与規則 

静岡県高等学校定時制課程及び通信制課程修学資金貸与規則 

高等学校遠距離通学費補助金交付要綱 

高等学校定時制の課程及び通信制の課程修学補助金交付要綱 

静岡県公立高等学校等学び直し 支援金事務処理要綱 

夜間課程を置く 高等学校における学校給食に関する法律（ 第３ 条）  

独立行政法人日本スポーツ振興センタ ー法（ 第 16、 17 条）  

静岡県情報公開条例 

静岡県情報公開条例施行規則 

静岡県個人情報保護条例 

いじ め防止対策推進法 
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               学 校 施 設 の 概 要 
 
 
１  面積及び所有区分 
 

                                   （ 令和７ 年９ 月30日現在）      
 

区   分 

 
面  積 

 
    ㎡ 

所    有    内    訳                                     

摘 要 
  県  有 
           ㎡ 

 国 有 
   ㎡ 

 市 町 村 有           
     ㎡ 

 後 援 会 有           
     ㎡ 

 民 有 
   ㎡ 

  学 校 敷 地               40, 411. 16    37, 198. 60 
 3, 212. 56    

 内 
 
 
 
 訳 

 校 舎 敷 地               21, 020. 08    21, 020. 08 
     

 運動場敷地     18, 375. 56    15, 163. 00 
 3, 212. 56    

 そ の 他 の 敷 地                1, 015. 52     1, 015. 52 
    

 
  校   舎 

 建  4, 587. 73 
 
 延 10, 430. 19 

 建  4, 587. 73 
 
 延 10, 430. 19 

     

 
  体 育 館           

 建  1, 996. 08 
 
 延  2, 145. 15 

 建  1, 996. 08 
 
 延  2, 145. 15 

     

 
  武 道 場 

 建   661. 50 
 
 延   661. 50 

 建   661. 50 
 
 延   661. 50 

     

 
  そ の 他 の 建 物           

 建  1, 508. 37 
 
 延  2, 025. 57 

 建  1, 508. 37 
 
 延  2, 025. 57 

     

  建   225. 20     建  225. 20   

  生 活 館            
 延   447. 50 

    
 延  447. 50 

  

 
  プ － ル           

      個 
       １  

           個 
       １  

    

50ｍ×8コ ース 
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２  配置・ 規模等 

  （ １ ） 校舎等の配置図 

 

 

  （ ２ ） 学校施設の規模等（ 法面・ 演習林等を除く ）  

区 分 学校敷地面積 校 舎 延 面 積 運 動 場 面 積 

当 校 40, 411. 16 ㎡ 10, 430. 19 ㎡ 18, 375. 56 ㎡ 

県平均 45, 604. 83 ㎡ 9, 733. 60 ㎡ 22, 480. 60 ㎡ 

 

河川 
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（ 令和７ 年９ 月30日現在）

学科別

区 分 定員 定員 定員

320 40 360

増  加

減  少

360 40 400

増  加

減  少

増  加

減  少

360 40 400

増  加

減  少

増  加

減  少

増  加

減  少

40 40

増  加

減  少

増  加

減  少

増  加

減  少

３ 修卒

増  加

減  少

116 590 545 1, 135

23 7 16 23

合　 　 　 　 計 532 487 1, 019 58 58

現      在 7 16

23 7 16 23４ 年時当初 7 16

1 1 1 1

( 1) ( 1) ( 1) ( 1)

25 9 16 25３ 年時当初 9 16

1 2( 1) 3( 1) 1 2( 1) 3( 1)

10 19 29 10 19 29

( 1) 1 1( 1) ( 1) 1 1( 1)

２ 年時当初

362

４ 年

入  学  者 11 20 31 11 20 31

4

現      在 185 152 337 16 9 25 201 161

( 1)

1 3 4 1 3

164 365

( 1) ( 1) ( 1)

8( 1) 11( 1)

３ 年時当初 186 155 341 15 9 24 201

1 ( 1) 1( 1)

4( 1) 4( 1) 3 4 7 3

203 172 375

1 ( 1) 1( 1)

２ 年時当初 186 160 346 17 12

6 3 9 3 1 4

1 1( 1) ( 1) 1 1( 1)

9 4 13

29

211 175 386

( 1)

181 381

３ 年

入  学  者 192 163 355 19 12 31

現      在 190 160 350 10 21 31 200

( 1) ( 1)

200 180 380

( 1) ( 1)

２ 年時当初 190 159 349 10 21

4 3 7 4 6 10

1 1 1 2 3

8 9 17

31

207 187 394

1 1 2

187 369

２ 年

入  学  者 193 161 354 14 26 40

1

1 1 1 1

1 1 1

25 12 37 182現      在 157 175 332

26 11 37 183 186 369

女子 計 男子 女子 合計

１ 年

入  学  者 157 175 332

在　 籍　 生　 徒　 調

学 年
全日制普通科 定時制普通科 （ 合　 　 　 計）

男子 女子 計 男子
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男 171 ( 0) 172 ( 0) 193 ( 0) 191 ( 2) 164 ( 0)

女 225 ( 0) 200 ( 0) 164 ( 0) 161 ( 0) 184 ( 0)

計 ( C) 396 ( 0) 372 ( 0) 357 ( 0) 352 ( 2) 348 ( 0)

男 170 ( 0) 170 ( 0) 192 ( 0) 191 ( 2) 164 ( 0)

女 224 ( 0) 199 ( 0) 163 ( 0) 161 ( 0) 183 ( 0)

計 ( D) 394 ( 0) 369 ( 0) 355 ( 0) 352 ( 2) 347 ( 0)

男 156 ( 0) 168 ( 0) 192 ( 0) 191 ( 2) 157 ( 0)

女 213 ( 0) 198 ( 0) 163 ( 0) 161 ( 0) 175 ( 0)

計 ( E) 369 ( 0) 366 ( 0) 355 ( 0) 352 ( 2) 332 ( 0)

男

女

計 ( F)

３ ６ ０３ ６ ０

６ 年度

全日制普通科

３ ６ ０

３ ６ ０

0. 98

0. 98

５ 年度３ 年度

３ ６ ０

３ ６ ０

0. 99

0. 99

全日制普通科

1. 03

３ ６ ０

1. 03

369

213

156

1. 09

1. 02

198

168

0. 99

366

192

163

355

1. 040. 98

３ ２ ０

193

161

354

入 学 者 数

1. 08

157

175

332

1. 03

７ 年度

1. 091. 10

３ ６ ０

充 足 率 ( F) /( A)

志願倍率  ( C) /( B)

募  集  者  数   ( B)

志願者数

受検者数

３ ２ ０

入 学 志 願 者 及 び 入 学 者 数 調

４ 年度

全日制普通科 全日制普通科

受検倍率  ( D) /( B)

区                分

学　 　 　  科　 　 　  別

生　 徒　 定　 員　  ( A)

合格者数

全日制普通科
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男 18 ( 2) 13 ( 2) 21 ( 3) 18 ( 0) 26 ( 0)

女 10 ( 0) 21 ( 3) 12 ( 0) 31 ( 0) 11 ( 0)

計 ( C) 28 ( 2) 34 ( 5) 33 ( 3) 49 ( 0) 37 ( 0)

男 18 ( 2) 13 ( 2) 21 ( 3) 18 ( 0) 26 ( 0)

女 10 ( 0) 20 ( 3) 12 ( 0) 31 ( 0) 11 ( 0)

計 ( D) 28 ( 2) 33 ( 5) 33 ( 3) 49 ( 0) 37 ( 0)

男 16 ( 2) 11 ( 1) 19 ( 3) 14 ( 0) 26 ( 0)

女 10 ( 0) 20 ( 3) 12 ( 0) 26 ( 0) 11 ( 0)

計 ( E) 26 ( 2) 31 ( 4) 31 ( 3) 40 ( 0) 37 ( 0)

男

女

計 ( F)

1. 00

26

11

６ 年度

定時制普通科

４ ０

４ ０

1. 23

37

４ ０

入 学 志 願 者 及 び 入 学 者 数 調

31

0. 65 0. 73

0. 93

26

40

9 20

15 11

24

1. 23

14

12

31

４ ０ ４ ０

志願者数

受検者数

充 足 率 ( F) /( A) 0. 930. 60 0. 78

入 学 者 数

0. 78

定時制普通科

生　 徒　 定　 員　  ( A) ４ ０４ ０ ４ ０

0. 65 0. 70

0. 93

受検倍率  ( D) /( B)

募  集  者  数   ( B)

区                分 ７ 年度３ 年度 ４ 年度

19

学　 　 　  科　 　 　  別 定時制普通科定時制普通科

合格者数

志願倍率  ( C) /( B)

５ 年度

定時制普通科

４ ０

４ ０

0. 75

0. 75

-49-



１　進路状況

４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度 ４年度 ５年度 ６年度

360 357 353 23 23 19 383 380 372

（355） (351) (343) （6） (4) (4) (361) (355) (347)

293 307 291 293 307 291

52 33 35 6 4 3 58 37 38

345 340 326 6 4 3 351 344 329

5 6 10 13 18 13 18 24 23

1 1 0 0

10 11 17 1 10 11 18

3 1 2 3 1 2

360 357 353 23 23 19 383 380 372

２　求人状況（全日制のみ）

３　資格取得状況

２級

準２級

２級

準２級

２級

準２級

２級

準２級

３級

2情報処理（表計算） 2

漢字検定

漢字検定

7

6

7

6

卒 業 生 の 動 向 調

学　 科　 別 全日制普通科 定時制普通科 （計）

合　　　　　計

区　　　　　　　　分 ４年度 ５年度

年　 　  　 度

卒業生徒数

内
　
　
　
訳

（進学志願者）

進
学
者

大学・短大

専修・各種学校等

小　　計

就　 職　 者

自　 営　 者

進学準備者

そ　 の　 他

求  人  倍  率 3.25 4.17 2.60

６年度

就職希望者数 8 6 10

求　　人　　数 26 25 26

(令和６年度）

卒　業　生　徒　数 353 19 372

学　　　　科　　　　別 全日制普通科 定時制普通科 (計）

数学検定 3 3

数学検定 6 6

51

英語検定 74 74

合    　　　　計 147 10 157

情報処理（表計算） 5 5

情報処理（表計算） 3 3

英語検定 51
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１　生徒の出身地域及び通学方法

　（1) 出身地

（全日制）

市町名

生徒数

構成比%

(定時制）

市町名

生徒数

構成比%

　(2) 通学方法

（全日制）

区　分

生徒数

構成比%

(定時制）

区　分

生徒数

構成比%

　(3) 生徒の年齢

（定時制）

区　分

１年

２年

３年

４年

計

生  徒  の  状  況

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

浜松市 磐田市 袋井市 湖西市 掛川市 その他 合計

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

浜松市 磐田市 その他 合計

1,019

93.6% 3.9% 0.5% 0.8% 0.2% 1.0% 100%

954 40 5 8 2 10

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

自転車 交通機関 徒歩 その他 合計

112 3 1 116

96.5% 2.6% 0.9% 100%

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

交通機関 自転車 送迎 二輪 その他 合計

801 186 18 14 1,019

78.6% 18.2% 1.8% 1.4% 100%

44.0% 32.8% 10.3% 1.7% 11.2% 100%

51 38 12 2 13 116

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

15歳 16歳 17歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 25歳超 計

37

26 2 3 31

30 5 1 1

25

22 1 23

19 4 1 1

30 31 22 30 1 1162 0 0 0 0 0
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　(4) 生徒の就業状況

（定時制）

区　分

１年

２年

３年

４年

計

２　部の加入状況

（全日制）

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

建　設 製　造 卸小売 ｻｰﾋﾞｽ業 各種学校 その他 無　職 計

23 37

1 1 2 1 26 31

1 5 6 2

12 25

1 5 3 14 23

7 4 1 1

75 116

(令和７年９月30日現在）　（単位：人）

区分 運動部 文化部 未加入者 計

10 0 15 12 1 3

157

２年 119 71 0 190

部数 13 15 28

男子

１年 113 44 0

３年 115 70 0 185

計（Ａ） 347 185 0 532

構成比 65.2 34.8 0.0 100

女子

１年 75 100 0

152

計（Ｂ） 214 273 0 487

175

２年 79 81 0 160

合計
（Ａ＋Ｂ） 561 458 0

３年 60 92 0

1,019

構成比 55.1 44.9 0.0 100

構成比 43.9 56.1 0.0 100
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（定時制） (令和７年９月30日現在）　（単位：人）

区分 運動部 文化部 未加入者 計

25

２年 3 0 7 10

部数 4 0 4

男子

１年 7 0 18

３年 5 0 11 16

４年 1 0 6 7

12

２年 8 0 13

計（Ａ） 16 0 42 58

構成比 27.6 0 72.4 100

16

計（Ｂ） 16 0 42 58

21

３年 3 0 6 9

合計
（Ａ＋Ｂ） 32 0 84

４年 2 0 14
女子

１年 3 0 9

116

構成比 27.6 0 72.4 100

構成比 27.6 0 72.4 100
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全日制 定時制

0 1

県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調

区分
令和６年度

件数

静岡県立高等学校入学検定料
全日制 定時制

345 38

令和７年度

（令和７年９月30日現在）

件数
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枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額 枚数 金額

10円券 86 860 0 0 31 310 55 550 0 0 9 90 46 460
文書等
発送用

84円券 28 2, 352 0 0 9 756 19 1, 596 0 0 0 0 19 1, 596 〃

100円券 41 4, 100 0 0 18 1, 800 23 2, 300 0 0 2 200 21 2, 100 〃

計 7, 312 0 2, 866 4, 446 0 290 4, 156

預　 　 金　 　 調

（ 令和７ 年９ 月30日現在）

金融機関名 預金種類 口座番号 口　 座　 名　 義　 人 残高　 ( 円) 摘　 　 　 　 　 要

静岡銀行
小林支店

無利息型
普通預金

0057192
 　 　 静岡県立浜名高等学校
 　 　 資金前渡者  山崎裕子

10, 000
給与等振込口座
交際費

静岡銀行
小林支店

無利息型
普通預金

0224815
    （ 自振口）
     静岡県立浜名高等学校
     資金前渡者  山崎裕子

0
電気・ 電話・ 水道・
社会保険料振替口座

　 残　 高　 合　 計 10, 000

郵　 券　 等　 受　 払　 調

差引現在高

（ 令和７ 年９ 月30日現在)

（ 単位： 枚、 円)

区分 種　 類

令　 和　 ６ 　 年　 度 令　 和　 ７ 　 年　 度

摘  要

郵券

受　 入 払　 出 繰　 越 受　 入 払　 出繰　 越
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　左のうち、５年度
　からの繰越額分

教育委員会費 教育管理費

高等学校費 高等学校管理費

高校教育費

健康体育費

計 4,616,260 0

　(14)工事請負費 一般 教育費 教育委員会費 教育管理費

計 8,239,000 0

　(16)公有財産購入費

計 0 0

高等学校費 高等学校管理費

学校教育費 高校教育費

計 1,329,000 0

高等学校費 高等学校管理費

学校教育費 健康体育費

計 97,491,350 0

　(21)補償、補填
        及び賠償金

計 0 0

   （令和７年９月30日現在）

教育委員会費 教育管理費

　(12)委託料 高等学校費 高等学校管理費

学校教育費 健康体育費

計

　(14)工事請負費

計

　(16)公有財産購入費

計

　(17)備品購入費 一般 教育費 学校教育費 高校教育費

計

　(18)負担金、補助
　　　 及び交付金

一般 教育費 高等学校費 高等学校管理費

計

計

341,000

4,258,320

0 0

23,127,600 0

　(21)補償、補填
        及び賠償金

0 0

0 0

23,127,600 0

0 0

0 0

0 0

2,079,040 0

0 0

0 0

一般 教育費

1,679,040 0

0 0

400,000 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節　名 会計 款 項 目
　　　執　行　済　額　  　（円）

   う ち、 ６ 年度
   から の繰越額分

96,569,086

0

0

学校教育費

　(17)備品購入費 一般 教育費

4,605,920

　(18)負担金、補助
　　　 及び交付金

一般 教育費
96,433,674

135,412

5,652,460

1,276,000

1,276,000

0

0

347,600

　(12)委託料 一般 教育費

4,389,000

39,600

882,860

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

節　名 会計 款 項 目

　　　執　行　済　額　  　（円）

令和５年度 令和６年度
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当 初 額
変　  更
増減額

計

(事務関係） 円 円 円 円 円

1 4,042,500 4,042,500 △ 60,500 3,982,000 一般 6.4.1 6.5.27 335,500

～ 6.6.28 434,500

7.3.31 6.7.26 418,000

6.8.29 308,000

6.9.25 5,500

6.10.29 412,500

6.11.25 473,000

6.12.26 423,500

7.1.31 308,000

7.2.28 357,500

7.3.31 390,500

7.4.25 115,500

小計 3,982,000

899,140 888,580 △ 5,720 882,860 随契 6.4.5 6.5.16 75,000

～ 6.6.28 75,000

7.3.26 6.7.18 75,000

6.8.19 75,000

6.9.19 75,000

6.10.16 75,000

6.11.21 75,000

6.12.20 75,000

7.1.31 75,000

7.2.28 75,000

7.3.31 75,000

7.4.24 57,860

小計 882,860

9,900 9,900 0 9,900 随契 6.4.22 6.8.23 9,900

～

6.9.30

29,700 29,700 0 29,700 随契 6.4.22 6.9.19 29,700

～

6.9.30

341,000 341,000 0 341,000 随契 6.11.18 6.12.26 341,000

～

7.3.25

625,900 407,000 0 407,000 随契 6.10.7 6.12.26 407,000

～

6.11.15

事務関係
計

６　件 5,652,460

合　　  計 ６　件 5,652,460

14,256,000 0 14,256,000 6.10.1

～

11.9.30

4,755,960 △ 61,380 4,694,580 6.4.1

～

7.3.31

18,810,000 △ 16,500 18,793,500 6.4.1

～

7.3.31

0 6.4.1

～

7.3.31

998,800 △ 17,050 981,750 6.4.8

～

6.12.27

551,100 △ 3,080 548,020 6.4.15

～

7.3.31

2,200,000 0 2,200,000 6.11.22

～

7.3.24

計 7　件

浜松北地区県立
学校建築基準法
第12条に基づく
定期点検業務

浜北西高校参考

7
定期点検業務 (有)山口

一級建築士
事務所

3 産 業 廃 棄 物
収 集 ・ 運 搬
委 託

エス・ライ
ナー（株）

4 産 業 廃 棄 物
処 分 委 託

エコプラント
(株)

参考

5
プ ー ル 浄 化
装 置 保 守
点 検 業 務

清化工業
(株)

参考

6
防鼠防虫業務

参考

1
警 備 業 務 セコム(株)

(株)
帝装化成
浜松営業所

参考

2

５

６

浜松東高校

参考

3
消防用設備等
保守点検業務

静岡県
消防設備
保守点検業
協同組合

浜名高校外６校
食堂・配膳室等
の防鼠防虫業務

浜松特別
支援学校

参考

4
可 燃 物
収 集 運 搬
処 分 業 務

（有）大野商
会

収集・運搬料
3,410円/回
処分料
14.3円/kg

浜名高校外25校
プール浄化装置
の保守点検業務

浜松湖北
高校

浜名高校外２校
可燃物収集運搬
処分業務

単価契約
浜北特別
支援学校

浜名高校外14校
消防用設備等
保守点検業務

浜名高校外10校
自家用電気工作
物保安管理業務

浜松城北
工業高校

収集・運搬料
3,410円/回
処分料
14.3円/kg

浜名高校外11校
警備業務

１長期継続
浜松工業
高校

自 家 用 電 気
工 作 物 保 安
管 理 業 務

遠鉄アシスト
(株)

夜 間 定 時 制
高 等 学 校
校 舎 等 管 理
業 務

東海ビル
管理(株)

浜名高校外３校
校舎等の戸締り
及び施錠等の
確認業務

一括契約
浜松北高校
浜松工業
高校
新居高校

不燃ごみ等の
収集・運搬業務

随契１号
（少額）

産 業 廃 棄 物
収 集 ・ 運 搬
及び処分業務

エス・ライ
ナー（株）

不燃ごみ等の収
集・運搬及び処
分業務

随契１号
（少額）

有害物質含有
調 査 業 務

（株）静環検
査センター

有害物質含有調
査業務

随契１号
（少額）

2 給食配膳業務 (株)エム
シーフード
サービス

定時制の給食
配膳業務

随契１号
（少額）

不燃ごみ等の
処分業務

随契１号
（少額）

委 託 料 に 関 す る 調
（令和６年度）

整理
番号

委        託
業　務　名

受託者
当       初
設計金額

契　　約　　金　　額 契約
締結
方法

契 約
期 間

支　 出
年月日

金　　額
委託業務の
内　　　　 容

摘　要
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当 初 額
変　  更
増減額

計

(事務関係） 円 円 円 円 円

1 4,320,030 4,320, 030 4,320,030 一般 7.4.1 7. 5.30 373,120

～ 7.6.30 448,910

8.3.31 7.7.31 472,230

7.8.29 361,460

7.9.30 23,320

小計 1,679,040

964, 975 944,625 944,625 随契 7.4.4 7. 5.30 80,000

～ 7.6.30 80,000

8.3.27 7.7.31 80,000

7.8.29 80,000

7.9.30 80,000

小計 400,000

 事務関係計 ２　件 2,079,040

合　　  計 ２　件 2,079,040

14,256,000 0 14,256,000 6.10.1

～

11.9.30

5,212, 680 5,212,680 7.4.1

～

8.3.31

19,250,000 19,250,000 7.4.1

～

8.3.31

0 7.4.1

～

8.3.31

995, 500 995,500 7. 4. 10

～

7.12.26

668, 800 668,800 7. 4. 15

～

8.3.31

計 6　件

委 託 料 に 関 す る 調
（令和７年度）

（令和７年９月30日現在）

整理
番号

委        託
業　務　名

受託者
当       初
設計金額

契　　約　　金　　額 契約
締結
方法

契 約
期 間

支　 出
年月日

金　　額
委託業務の
内　　　　 容

摘　要

2 給食配膳業務 (株)エム
シーフード
サービス

定時制の給食
配膳業務

随契１号
（少額）

浜名高校外10校
自家用電気工作
物保安管理業務

浜松城北
工業高校

夜 間 定 時 制
高 等 学 校
校 舎 等 管 理
業 務

東海ビル
管理(株)

浜名高校外３校
校舎等の戸締り
及び施錠等の
確認業務

一括契約
浜松北高校
浜松工業
高校
新居高校

自 家 用 電 気
工 作 物 保 安
管 理 業 務

遠鉄アシスト
(株)

参考

3
消防用設備等
保守点検業務

静岡県
消防設備
保守点検業
協同組合

浜松特別
支援学校

参考

1
警 備 業 務 セコム(株) 浜名高校外11校

警備業務
長期継続
浜松工業
高校

浜名高校外６校
食堂・配膳室等
の防鼠防虫業務

浜松湖北
高校

浜名高校外２校
可燃物収集運搬
処分業務

単価契約
浜北特別
支援学校

浜名高校外14校
消防用設備等
保守点検業務

浜名高校外23校
プール浄化装置
の保守点検業務

浜松東高校

参考

2

参考

6
防鼠防虫業務 (株)

帝装化成
浜松営業所

参考

4
可 燃 物
収 集 運 搬
処 分 業 務

（有）大野商
会

収集・運搬料
3,630円/回
処分料
14.3円/kg

収集・運搬料
3,630円/回
処分料
14.3円/kg

参考

5
プ ー ル 浄 化
装 置 保 守
点 検 業 務

清化工業
(株)
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整理
番号

負　担　金　名 交　付　先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

円

振替日

６.７.31

振替日

6.７.31

振替日

６.10.31

振替日

６.10.31

振替日

７.１.31

振替日

７.１.31

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

91,800 ６.12.2616 高等学校等就学支援金

18 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第３期分　98名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

1,058,400

定時制高等学校授業料
（第１・２期分　５名分）

17 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第３期分　781名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

30,927,600

６.11.25

13 高等学校等就学支援金

15 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第２期分　14名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

524,700 ６.12.26

14 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第１・２期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

21,600

定時制高等学校授業料
（第２期分　93名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

1,233,900

６.10.４

12 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第２期分　774名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

38,154,600

11
全国英語教育研究団体連
合総会・研究大会（全英連
埼玉大会）参加費

全国英語教育研究団体連
合会（全英連）

開催要項による 会議への参加 6,000

6,000 ６.８.29

10
東海地区高等学校教頭・副
校長会連絡協議会総会及
び研究協議会参加費

東海地区高等学校教頭・
副校長会連絡協議会会長

開催要項による 会議への参加 2,000 ６.９.30

8

（令和６年度）

1

６.５.２

６.７.31

9
全国普通科高等学校長会
総会・研究協議会参加費

全国普通科高等学校長会 開催要項による 会議への参加

６.５.２

839,700

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

4,000

開催要項による

負　　担　　金　　支　　出　　調

全国高等学校長協会総会・
研究協議会参加費

全国高等学校長協会 開催要項による2

全国定時制通信制高等学
校長会総会・研究協議会参
加費

全国定時制通信制高等学
校長会

開催要項による
1,000

全国高等学校定時制通信
制教頭・副校長協会東海支
部総会・研究協議会参加費

全国高等学校定時制通信
制教頭・副校長協会東海
支部長

開催要項による 会議への参加 2,000

会議への参加

会議への参加

全国高等学校定時制通信
制教頭・副校長協会教育研
究協議会参加費

全国高等学校定時制通信
制教頭・副校長協会

６.７.10

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

7 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第１期分　786名分）

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

23,334,300

高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第１期分　104名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

開催要項による 会議への参加 2,000 ６.７.29

会議への参加 5,000 ６.６.25

開催要項による 会議への参加 2,000

3

4

5

6

東海四県高等学校長生徒
指導連絡協議会参加費

静岡県高等学校長協会生
徒指導専門委員会委員長

東海四県高等学校長連絡
協議会総会・研究協議会参
加費

東海四県高等学校長連絡
協議会会長
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振替日

７.１.31

振替日

７.１.31

振替日

７.１.31

振替日

７.２.17

振替日

７.２.25

振替日

７.３.11

振替日

７.３.11

振替日

７.３.14

振替日

７.３.14

振替日

７.３.19

振替日

７.３.27

振替日

７.３.27

振替日

７.３.27

振替日

７.３.27

振替日

７.３.27

振替日

７.３.27

振替日

７.３.27
35 高等学校等就学支援金

全日制高等学校授業料
（第２期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

49,500

34 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第１期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

29,700

33 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第２期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

8,100

32 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第１期分　２名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

16,200

△ 39,600

31 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第３期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

△ 5,400

30 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第３期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

29 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第２期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

28

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

△ 49,500

定時制高等学校授業料
（第２期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

△ 2,700高等学校等就学支援金

25 高等学校等就学支援金

27 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第１期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

2,700

26 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第１期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

△ 5,400

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

24

定時制高等学校授業料
（第２期分　６名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

72,900

定時制高等学校授業料
（第３期分　２名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

21,600高等学校等就学支援金

21 高等学校等就学支援金

23 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第３期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

10,800

22 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第２期分　１名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

△ 49,500

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

定時制高等学校授業料
（第２期分　1名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

13,500

定時制高等学校授業料
（第３期分　1名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

2,700

19 高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第３期分　３名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

20 高等学校等就学支援金

29,700

計 35　件 96,321,900
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整理
番号

負　担　金　名 交　付　先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

円

振替日

７.８.４

振替日

７.８.４

東海地区高等学校教頭・
副校長会連絡協議会会長

会議への参加開催要項による

22,215,600

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

4 高等学校等就学支援金
定時制高等学校授業料
（第１期分　110名分）

2,000

全国普通科高等学校長会 開催要項による

1,000

2,000

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

891,000

高等学校に在籍
する生徒の授業
料に充てる

全英連和歌山大会実行委
員会委員長

開催要項による

会議への参加 6,000

会議への参加

会議への参加

東海四県高等学校長連絡
協議会総会・研究協議会参
加費

東海四県高等学校長連絡
協議会会長

開催要項による 会議への参加

会議への参加

負　　担　　金　　支　　出　　調

全国高等学校長協会総会・
研究協議会参加費

全国高等学校長協会 開催要項による

（令和７年９月30日現在）

2

全国定時制通信制高等学
校長会総会・研究協議会参
加費

全国定時制通信制高等学
校長会

開催要項による ７.４.30

計 ８　件 23,127,600

6

（令和７年度）

1

4,000

3

全国普通科高等学校長会
総会・研究協議会参加費

高等学校等就学支援金
全日制高等学校授業料
（第１期分　748名分）

高等学校等就学支
援金の支給に関す
る法律

5

７.８.29

７.９.108
東海地区高等学校教頭・副
校長連絡協議会総会及び
研究協議会参加費

７.４.30

７.７.７

７.８.８

7
全国英語教育研究団体連
合総会・研究大会（全英連
和歌山大会）参加費

6,000
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当　初　額 変更増減額 計

円 円 円 円

1,276,000 1,276,000 0 1,276,000

合　　　計 　１　　件 1,276,000 1,276,000 0 1,276,000

令和７年度　該当なし

整理
番号

予算科目 工　事　名 工事箇所
当　　　初
設計金額

建　　　築　　　工　

契　　　約　　　金　　　額

1
教　育
管理費

令和６年度
  静岡県立浜名高等学校
　手すり設置他工事

　浜松市浜名区
　西美薗地内
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円

教室棟階段手すり設置 ８ヶ所

1, 276, 000 体育館通路手すり設置 １式

体育館通路ｽﾛｰﾌﾟ設置 １ヶ所

体育館入口縦手すり設置 １ヶ所

1,276,000

　　事　　　調
　　　　　　（令和６年度）　　　　　　　　

公　有
財　産
台　帳

株式会社
板屋建設

 着手
      6.  8.26
 完成
    　6.11.29

-

摘　　　要
契　約
締　結
方　法

受　注　者
着　　 　　手
完成(予定)
年　 月　 日

支出済額 工　事　概　要

 令達年月日
     6.  8.  6
 最終支払年月日
     7.  1.  6
 随契１号（少額）

随契
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数量又
は面積

台　帳
価　格

数量又
は面積

台　帳
価　格

数量又
は面積

台　帳
価　格

数量又
は面積

台　帳
価　格

 　　千円  　　千円  　　千円  　　千円

2,801,506 0 49,559 2,751,947

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

37,198.60 37,198.60

本 本 本 本

81 3 78

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

8,753.68 8,753.68

15,262.41 15,262.41

個 個 個 個

78 78

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

429.58 429.58

件 件 件 件

4 　 4

令和７年度中増減なし

公　 有　 財 　産 　調
（令和６年度）

区　　分

令和６年３月31日
増 減

令和７年３月31日

 摘　要
現　　　　　 在 現　　　　　 在

行政財産

 　立木竹 2,030 48 1,982

 　土   地 1,948,206 1,948,206

 　工作物 55,997 8,130 47,867

 　建   物 795,273 41,381 753,892

17,248

 　土   地 17,248 17,248

普通財産 17,248

97

 　電話加入権 97 97

公有財産に
準ずるもの

97
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台  帳 現 況 単価 年　　額

円 円

7 . 4 . 1 から

8 . 3 . 31 まで

6 . 4 . 1 から

11 . 3 . 31 まで

29 . 4 . 1 から

9 . 3 . 31 まで

6 . 4 . 1 から

11 . 3 . 31 まで

6 . 4 . 1 から

11 . 3 . 31 まで

154.19 ㎡ 3 . 4 . 1 から

26.56 ㎡ 8 . 3 . 31 まで

20,064.61 ㎡ 1,489,797

225.20 ㎡ 4 . 4 . 1 から

447.50 ㎡ 9 . 3 . 31 まで

2.70 ㎡ 6 . 4 . 1 から

2.70 ㎡ 11 . 3 . 31 まで

　　　 44.80 ㎡ 6 . 4 . 1 から

44.80 ㎡ 11 . 3 . 31 まで

272.70 ㎡

495.00 ㎡

　　　 6 . 7 . 1 から

19 . 6 . 30 まで

土　地 20,064.61 ㎡

272.70 ㎡

495.00 ㎡

工作物 １個

浜松市浜名区
小林1410-1

軽　 量
鉄骨造

無　償
浜名高校
後援会長

無　償
浜名高校
後援会長

小　計 0

9

浜松市浜名区
西美薗2939

河川敷 橋梁設置

6

8
サ ッ カ ー
監  視  室

建物 雑屋建
浜松市浜名区
西美薗3015-1

軽　 量
鉄骨造

無　償
浜名高校
後援会長

小　計

土地 水路敷地
浜松市浜名区
西美薗

河川敷
建物及び
橋梁設置

浜松市長

5
橋　　　梁

(占用許可)
土地

4
橋　　　梁

(占用許可)

雨天ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ
練 　習　 場

9.00 ㎡ 0

建物 雑屋建

7 尚　友　館建物
事　務
所　建

浜松市浜名区
西美薗2907-1

鉄筋ｺﾝ
ｸﾘｰﾄ造

２階建

水路敷地
浜松市浜名区
西美薗2939-1

河川敷

0 浜松市長

橋梁設置 19.40 ㎡ 0 浜松市長

ﾌﾟｰﾙ付属室
及び床版橋
２　　ヶ　　所
(占用許可)

土地 水路敷地
浜松市浜名区
西美薗2939-1

河川敷 橋梁設置 12.90 ㎡ 0 浜松市長

土地 水路敷地

浜松市浜名区
西美薗2003-1
ほか

浜松市浜名区
小林1410-1
地先ほか

0 浜松市長

1
グラウンド
用　　　地

土地
グラウンド
敷　　　地

宅　地 3,212.56 ㎡ 1,489,797 浜松市長

2
グラウンド

(占用許可)
土地

グラウンド
敷　　　地

河川敷 16,630.00 ㎡

3
橋　　　梁
２　ヶ　所

(占用許可)

借　地　借　家　等　調
（令和７年９月30日現在）

整理
番号

区 分 種　別 所  在  地
地　     目 数量又は

面　 　 積

借　　　　料
契約期間

所　 有 　者
又　 は

契約者氏名
用　　途

建　物

10
特別教室
空　　　調

工作物
浜松市浜名区
西美薗2939-1

3,838,950

小　計 3,838,950

１個

NTT・TC
リース株式
会社　静岡
支店

１個

合　計 5,328,747

冷暖房装
置
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台帳 現況 単価 年　　額

円

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 8.00 10 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 4.00 10 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 5 . 1 から
西美薗2939-1 1.00 10 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 6 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 2.00 9 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 1.00 12 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 9.55 12 . 3 . 31 まで

本 7 . 4 . 1 から
2 12 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 8.65 12 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 1.60 12 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 1.00 12 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 本 3 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 3 8 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2907-1 314.26 12 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2907-1 1.00 8 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 10.00 10 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 7 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 3.30 10 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 5 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 10.00 8 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 5 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 3.30 8 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 5 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 10.00 8 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 5 . 4 . 1 から
西美薗2939-1 3.30 8 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 5 . 12 . 1 から
西美薗2939-1 6.38 10 . 3 . 31 まで

浜松市浜名区 ㎡ 5 . 12 . 1 から
西美薗2939-1 7.19 10 . 3 . 31 まで

免除

免除

浜名高等学校PTA会長

浜名高等学校PTA会長

PTA図書支援員
駐車場

PTA図書支援員
執務場所

18

19

学校
敷地

事務
所建

土地

建物

学校
用地

ＲＣ

学校
敷地

３階

17 建物
事務
所建

ＲＣ ３階 免除 浜名高等学校PTA会長
PTA進路支援員

執務場所

16 土地
学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

免除 浜名高等学校PTA会長
PTA進路支援員

駐 車 場

浜名高等学校後援会長
記念碑

　　　　　１基

中部電力パワーグリット
株式会社浜北営業所長

支線柱１本
支線　 ２条

15 建物
事務
所建

ＲＣ ３階 免除 浜名高等学校PTA会長
PTA職員
執務場所

学校
用地

学校
敷地

11

12

13

907,760

免除

220,000
東海ビバレッジサービス
株式会社浜松支店長

自動販売機
　　　　２台

14 土地
学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

免除 浜名高等学校PTA会長
PTA職員
駐 車 場

浜名高等学校後援会長 物置 １棟

中部電力パワーグリット
株式会社浜北営業所長

電柱 １本
支線 １条

浜名高等学校PTA会長
卒業記念品
　　　　　３基

浜名高等学校同窓会長
校訓碑

　　　　　１基

浜名高等学校後援会長
パン類販売所
　　　　　 ２㎡

浜松市長
道路照明灯
　　　　　１基

合　　計

浜名高等学校後援会長 生活館用地

国　土　地　理　院
中部地方測量部長

三等三角点
　　　　　１式

学校
用地

学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

学校
敷地

免除

ＲＣ ３階

免除

1,500 4,500

1,500 3,000

免除

免除

免除

免除

免除

学校
用地

学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

土地

土地

土地

土地

土地

土地

土地
学校
敷地

学校
敷地

土地

6

7

2 土地
学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

学校
敷地

事務
所建

学校
敷地

学校
敷地

学校
敷地

学校
敷地

学校
敷地

浜松市浜名区
西美薗2939-
1、2907-1

8

9

10

建物

土地5

4

学校
用地

1 土地
学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

株式会社ダイドービバレッジ
静岡代表取締役

自動販売機
　　　　４台

679,000

行政財産貸付・使用許可調
（令和７年９月30日現在）

整理
番号

区分 種別 所　在　地
地　　目 数量

又は
面積

貸付料又は使用料
貸付又は使用許可
を受けた者の氏名

貸付・使用
許可目的

貸付又は
使用許可
期　　　間

20 土地
学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

免除 浜名高等学校PTA会長
空調設備設置
（地学室・進路

資料室）

21 建物
事務
所建

ＲＣ ３階 免除 浜名高等学校PTA会長
空調設備設置
（地学室・進路

資料室）

浜名高等学校後援会長
食料用自動
販売機１台

3 土地
学校
敷地

学校
用地

学校
敷地

1,260
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台帳 現況 単　価 年　額

円

浜松市浜名区 本 6 . 4 . 1 から

新原1047-1 2
9 . 3 . 31 まで

普通財産・借受財産等貸付調
（令和７年９月30日現在）

整理
番号

区分 種別 所　在　地

地　　目 数量
又は
面積

貸付料又は使用料 貸付又は
使用許可
期　　　間

電柱 １本
支線 １条

貸付又は使用許可
を受けた者の氏名

貸付・使用
許可目的

１ 土地 宅地 宅地 宅地 1,500 3,000
中部電力パワーグリット
株式会社浜北営業所
配電建設グループ長

3,000合　計
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大・中 小

円

週3日（年間110日）

視聴覚授業用

毎日（年間180日）

情報・総合学習授業用

週3日（年間110日）

視聴覚授業用

年間１0日

特別教育活動用

毎日（年間365日）

図書室用

毎日（年間365日）

図書室用

毎日（年間365日）

トロフィー等展示用

毎日（年間180日）

音楽授業用

週3日（年間110日）

理科授業用

毎日（年間365日）

事務室用

毎日（年間365日）

校内案内用

週2日（年間70日）

会議、研修用

毎日（年間240日）

応接室用

週3日（年間110日）

視聴覚授業用

毎日（年間180日）

化学準備室用

毎日（年間365日）

図書館用

年間10日

式典用

毎日（年間365日）

家庭科授業用

月２回（年間24日）

音楽授業用

毎日（年間365日）

管理用

01-04

01-04

11

平  8.11

9,764,400

5,905,823

2,308,230

主 要 備 品 調
（令和７年９月30日現在）

整理
番号

区 分
品 名  ． 規 格 利 用 状 況 購入年月 購入金額

平 8.10SONY型視聴覚システム03-031

2

3

4

5

12 01-99

19

14

15

10-07

01-11

01-02

01-04

01-04

10-07

05-06

01-04

01-99

01-99

01-01

02-01

01-01

10-10

20

6

7

8

9

10

16

17

18

13

02-01

01-13

鍵盤楽器

その他の環境化学機器

移動書庫

その他の庁用器具

クランクモービルラック
７列 ｵｶﾑﾗ

複式書架 連結式 １５連

その他の視覚用再生用機器

パーソナルコンピュータ （一式）

その他の机

その他の地学天文学用器具

移動書庫

たな

たな
展示ケース 木製

30×75×240

グランドピアノ 88鍵
ｶﾜｲＫＧ－３Ｎ

ドラフトチャンバー
DF-11A

県立学校ICT環境整備機器
一式

連結机
椅子セット 135席分

プラネタリウム投影
ドーム 電動式

鍵盤楽器

照明装置

台

その他の情報処理機器

たな

その他の庁用器具

テーブル

冷蔵（凍）庫
冷蔵（凍）庫

業務用 東芝RGC-2５０１FG

平  8.12

平  6. 2

平  8. 8

平  2. 2

平  9. 1

平 29. 3

オカムラ単式書架連結型
５連６段

校旗
H800×W1200 琥珀地

校内LANサーバー等一式

横スライド式移動棚
ｵｶﾑﾗ

校舎案内板 ステンレス製
H1240

会議テーブル 木製
W5600×D1600

鍵盤楽器
エレクトーン

調光システム装置自立型
23回路

教師用実験台

その他の庁用器具

平  9. 8

電子黒板（専用スタンド付）

529,308

平  8.11 570,620

631,500

626,400

1,081,500

978,500

947,600

909,490

890,950

535,500

令 元.12

平  8.11

平  13.7

平  8. 9

平  8. 8

令  7. 2 904,200

760,000

727,283

1,797,350

1,493,500

1,236,000

1,100,000

令  2. 1

平  8.11

平  8.11

平  8.11
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様式第29号 
  

備 品・図 書 調 
 

(令和 6年度) 

 

 

 
区 分 

令和 6年
3月31日
現在 

増 減 令和 7年
3月31日
現在 数 量 

購 入 価 格 
(円) 数 量 

売 却 価 格 
(円) 

01-01 
机類 

 
60 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
60 

01-02 
台類 46 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 46 

01-03 
いす類 

 
4 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
4 

01-04 
収納保管庫類 127 

( 0) 

4 
720,500 

( 0) 
0 

0 131 

01-05 
印刷機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

01-07 
書類整理器具類 

 
4 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
4 

01-10 
印判類 

 
4 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
4 

01-11 
照明器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

01-12 
寝具類 4 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 4 

01-13 
厨房器具類 

 
5 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
5 

01-14 
冷暖房器具類 

 
2 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
2 

01-17 
洗濯機 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

01-99 
その他の庁用器具類 

 
27 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
27 

02-01 
情報処理機器類 

 
516 

( 0) 

11 

 
3,401,420 

( 0) 

0 

 
0 

 
527 

02-02 
情報伝達機器類 

 
12 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
12 

03-02 
観察・観測用光学機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

03-03 
視覚用再生等機器類 

 
30 

( 0) 

1 

 
484,000 

( 0) 

0 

 
0 

 
31 

04-01 
診療・診断用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

04-02 
衛生検査用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 
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様式第29号 
  

備 品・図 書 調 
 

(令和 6年度) 

 

 

 
区 分 

令和 6年
3月31日
現在 

増 減 令和 7年
3月31日
現在 数 量 

購 入 価 格 
(円) 数 量 

売 却 価 格 
(円) 

04-03 
看護用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

04-99 
その他の医療衛生機器類 2 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 2 

05-01 
強度（物性）試験計測機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-02 
波動・熱試験計測機器類 1 

( 0) 

0 
0 

( 0) 
0 

0 1 

05-03 
電気試験計測機器類 

 
3 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
3 

05-06 
環境化学機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-08 
度量衡測定機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-09 
天体気象観測機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-99 
その他の試験計測機器類 2 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 2 

06-02 
金属加工用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

06-04 
電気電子機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

10-02 
語学用器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

1 

 
0 

 
0 

10-03 
社会用器具類 

 
2 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
2 

10-05 
生物物理化学用器具類 

 
3 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
3 

10-06 
家庭科用器具類 

 
12 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
12 

10-07 
音楽用器具類 

 
11 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
11 

10-08 
芸術用器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

10-10 
地学天文学用器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

10-12 
体育保健用器具類 

 
8 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
8 
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様式第29号 
  

備 品・図 書 調 
 

(令和 6年度) 

 

 

 
区 分 

令和 6年
3月31日
現在 

増 減 令和 7年
3月31日
現在 数 量 

購 入 価 格 
(円) 数 量 

売 却 価 格 
(円) 

10-99 
その他の教育用器具類 

 
3 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
3 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

計 904 
( 0) 

16 
4,605,920 

( 0) 

1 
0 919 
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様式第29号 

備 品・図 書 調 
 

(令和 7年度) 

 

 

 
区 分 

令和 7年
3月31日
現在 

増 減 令和 7年
9月30日
現在 数 量 

購 入 価 格 
(円) 数 量 

売 却 価 格 
(円) 

01-01 
机類 

 
60 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
60 

01-02 
台類 46 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 46 

01-03 
いす類 

 
4 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
4 

01-04 
収納保管庫類 131 

( 0) 

0 
0 

( 0) 
0 

0 131 

01-05 
印刷機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

01-07 
書類整理器具類 

 
4 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
4 

01-10 
印判類 

 
4 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
4 

01-11 
照明器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

01-12 
寝具類 4 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 4 

01-13 
厨房器具類 

 
5 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
5 

01-14 
冷暖房器具類 

 
2 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
2 

01-17 
洗濯機 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

01-99 
その他の庁用器具類 

 
27 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
27 

02-01 
情報処理機器類 

 
527 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
527 

02-02 
情報伝達機器類 

 
12 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
12 

03-02 
観察・観測用光学機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

03-03 
視覚用再生等機器類 

 
31 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
31 

04-01 
診療・診断用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

04-02 
衛生検査用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 
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様式第29号 

備 品・図 書 調 
 

(令和 7年度) 

 

 

 
区 分 

令和 7年
3月31日
現在 

増 減 令和 7年
9月30日
現在 数 量 

購 入 価 格 
(円) 数 量 

売 却 価 格 
(円) 

04-03 
看護用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

04-99 
その他の医療衛生機器類 2 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 2 

05-01 
強度（物性）試験計測機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-02 
波動・熱試験計測機器類 1 

( 0) 

0 
0 

( 0) 
0 

0 1 

05-03 
電気試験計測機器類 

 
3 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
3 

05-06 
環境化学機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-08 
度量衡測定機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-09 
天体気象観測機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

05-99 
その他の試験計測機器類 2 

( 0) 

0 
0 

( 0) 

0 
0 2 

06-02 
金属加工用機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
1 

 
0 

 
0 

06-04 
電気電子機器類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

10-03 
社会用器具類 

 
2 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
2 

10-05 
生物物理化学用器具類 

 
3 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
3 

10-06 
家庭科用器具類 

 
12 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

1 

 
0 

 
11 

10-07 
音楽用器具類 

 
11 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
11 

10-08 
芸術用器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
1 

10-10 
地学天文学用器具類 

 
1 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
1 

10-12 
体育保健用器具類 

 
8 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 
0 

 
0 

 
8 

10-99 
その他の教育用器具類 

 
3 

( 0) 

0 

 
0 

( 0) 

0 

 
0 

 
3 

計 919 
( 0) 

0 
0 

( 0) 

2 
0 917 
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　　（令和7年9月30日現在）

整理
番号

1 校　長 山 崎 裕 子 〇〇〇 △ 年 △ 月

2 副校長 林 研 光 〇〇〇 △ 年 △ 月

3 教　 頭 白 鳥 貴 久 〇〇〇 △ 年 △ 月

4 事務長 池 谷 得 維 事務総括 〇〇〇 △ 年 △ 月

5 教　諭 鈴 木 高 浩 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

6 〃 生 熊 弘 子 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

7 〃 鈴 木 洋 子 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

8 〃 飯 尾 照 彦 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

9 〃 増 井 啓 太 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

10 〃 藤 井 滋 子 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

11 〃 藤 澤 教 子 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

12 〃 橋 本 邦 弘 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月 □□□　　□□□

13 〃 倉 田 尚 英 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

14 〃 岩 本 直 子 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月

15 〃 芥 川 昌 也 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月

16 〃 中 村 勝 芳 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

17 〃 菅 沼 昭 孝 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

18 〃 野 澤 明 彦 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

19 〃 四 條 智 也 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

20 〃 倉 田 育 悦 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

21 〃 竹 原 和 明 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

22 〃 澤 田 あ ゆ み 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

23 〃 髙 林 良 洋 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

24 〃 村 松 栄 一 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

25 〃 堀 尾 勝 美 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

26 〃 石 山 睦 巳 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

27 〃 堀 内 直 子 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

28 〃 石 原 一 郎 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

29 〃 熊 木 千 裕 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月

30 〃 内 山 隆 宏 書     道 〇〇〇 △ 年 △ 月

31 教　諭 黒 澤 有 紀 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

32 〃 重 信 純 子 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

33 〃 山 本 陽 子 家     庭 〇〇〇 △ 年 △ 月

34 〃 村 木 美 奈 子 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

35 〃 福 岡 章 雄 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

36 〃 渡 邉 円 音     楽 〇〇〇 △ 年 △ 月

37 〃 吉 永 貴 宏 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□　□□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□　□□□□□
□□□□□

□□□□□□□□
□□□□□□□

□□□

□□□

（全日制職員の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　　　　　　（平成２０年　９月３０日現在）

職　名 事務分担 住　　所 勤務年数 摘 要

□□□

□□□

□□□　□□□□

□□□

□□□

□□□

□□□　□□□□

-74-



38 〃 仲 田 博 宣 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

39 〃 野 田 和 孝 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

40 〃 田 中 牧 絵 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

41 〃 江 間 喬 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

42 〃 才 田 由 記 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

43 〃 中 道 誠 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

44 〃 古 浦 奈 巳 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

45 〃 沖 田 栄 里 情     報 〇〇〇 △ 年 △ 月

46 〃 伊 藤 友 里 惠 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

47 〃 笹 本 裕 大 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

48 〃 瀧 口 慶 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

49 〃 宮 下 慎 之 介 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月

50 〃 鈴 木 美 加 家     庭 〇〇〇 △ 年 △ 月

51 〃 村 松 太 介 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

52 〃 戸 村 む つ み 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

53 〃 藤 﨑 美 沙 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

54 〃 藤 田 光 介 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

55 〃 増 本 絵 里 奈 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

56 〃 惟 村 明 孝 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月

57 〃 日 下 純 一 理     科 〇〇〇 △ 年 △ 月

58 〃 村 松 駿 太 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

59 〃 上 谷 拓 之 国     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

60 〃 松 下 温 数     学 〇〇〇 △ 年 △ 月

61 〃 上 野 綾 弓 英     語 〇〇〇 △ 年 △ 月

62 〃 佐 野 彩 人 数　　　学 〇〇〇 △ 年 △ 月

63 養護教諭 増 田 紀 子 養　　　護 〇〇〇 △ 年 △ 月

64 実習助手 安 保 友 香 理　　　科 〇〇〇 △ 年 △ 月

65 主　査 竹 内 真 理 人事・給与 〇〇〇 △ 年 △ 月

66 〃 大 谷 友 宏 〇〇〇 △ 年 △ 月

67 〃 原 田 裕 子 会　　　計 〇〇〇 △ 年 △ 月

68 主　任 佐 々 木 友 里 江 〇〇〇 △ 年 △ 月

69 主　事 松 林 花 奈 〇〇〇 △ 年 △ 月

70 技能長 村 松 貞 佳 環境整備 〇〇〇 △ 年 △ 月

□□□

□□□

□□□□□　□□□□□

□□□□□　□□□□□

□□□□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□

□□□□□　□□□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□　□□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□　□□□□

□□□　□□□□
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整理
番号

1 教　頭 岡 田 浩 人 〇〇〇 △ 年 △ 月

2 教　諭 中 村 守 孝 地歴公民 〇〇〇 △ 年 △ 月

3 〃 材 木 正 義 商　　　業 〇〇〇 △ 年 △ 月

4 〃 濱 口 莉 央 保健体育 〇〇〇 △ 年 △ 月

5 〃 萩 一 樹 理　　　科 〇〇〇 △ 年 △ 月

6 〃 山 本 悠 雅 数　　　学 〇〇〇 △ 年 △ 月

7 〃 羽 田 由 季 国　　　語 〇〇〇 △ 年 △ 月

8 〃 矢 田 悠 悟 英　　　語 〇〇〇 △ 年 △ 月

9 養護教諭 松 井 充 代 養　　　護 〇〇〇 △ 年 △ 月

10 主　事 清 水 か つ お 管財・会計 〇〇〇 △ 年 △ 月

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

□□□

（定時制職員の部）

職　名 事務分担 住　　所 勤務年数 摘 要

□□□

□□□

□□□
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（全日制） （令和 7 年 9 月 30 日現在）

年　　　　　齢

    20歳未満 0 人

    20歳以上30歳未満 3

    30歳以上40歳未満 17

    40歳以上50歳未満 12

    50歳以上56歳未満 12

    56歳以上61歳未満 16

    61歳以上 10

計 70 48 ． 5 歳

（定時制） （令和 7 年 9 月 30 日現在）

年　　　　　齢

    20歳未満 0 人

    20歳以上30歳未満 2

    30歳以上40歳未満 4

    40歳以上50歳未満 2

    50歳以上56歳未満 1

    56歳以上61歳未満 1

    61歳以上 0

計 10 38 ． 8 歳      平均年齢

職     員     の     年     齢     調

人　　　　　　　員 摘　　　　　　　　　　　　要

      平均年齢

人　　　　　　　員 摘　　　　　　　　　　　　要

  暫定再任用職員 7人
  定年前再任用短時間勤務職員　2人
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1

２

A 人

B1 要   治   療 人

B2 要経過観察 人  (2) 未区分の理由

C1 要   治   療 人  ア　産休・育休 1 人

C2 要経過観察 人  イ　新規採用 0 人

D1 要   治   療 29 （ 5 ） 人 0 人

D2 要経過観察 6 （ 1 ） 人 2 人

D3 医 療 不 要 42 （ 1 ） 人

77 （ 7 ） 人

人

80 （ 7 ） 人合　　　　　　 計

（１）未受診の理由

 エ　その他
    ( 休職中  )

 ウ　自己都合による未受診

平常の勤務でよい。

区　分　者　計

健　康　管　理　区　分 人　　数

休養のため必要な期間、勤務を休止させる。

勤務時間を短縮し、時間外、休日、
宿日直勤務及び長期又は遠方への
出張をさける。また、必要に応じ勤務
場所、勤務内容の変更を行う。

勤務をほぼ平常に行ってよいが症状
によっては、時間外、休日、宿日直
勤務及び長期又は遠方への出張等
勤務に制限を加える必要がある。

県平均受診率

受 診 者 数　　82人

１００．０％

3未 区 分 者 数

健　　康　　管　　理

 (1)管理区分Ａ～Ｃ２該当者
　　 に対する措置状況

１００．０％

区　　　分 内　　　容

受   診   率

受 診 状 況
職   員   数　　81人

６年度受診状況

７年度在籍者の健康管理区分結果

産育休のため

0

0

0

0

0
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